
部名称 担当課名称 事業番号 事業名称 頁

022168 交通安全一般経費 1

022173 レインボーバス等運行事業 3

022185 放置自転車等防止対策事業 5

072101 土木管理事務 7

072106 市道アドプト・ロード事業 9

072201 道路維持補修事業 11

072202 街路樹管理事業 13

072402 広域幹線道路調査事務 15

072432 交通政策検討事務事業 17

072435 がけ地防災工事補助事業 19

074201 橋梁維持補修事業 21

074205 通学路・交通安全施設整備事業 23

074206 桜井１号線鉄道高架事業 25

074221 法定外公共物維持補修事業 27

074222 道路ストック総点検補修事業 29

029113 駅前整備基金積立金 31

072421 都市計画管理事務 33

072423 開発指導事務 35

072434 広域まちづくり共同処理繰出事業 37

金剛地区再生室 072437 金剛地区再生指針推進事業 39

022109 住宅取得転入促進事業 41

072429 既存民間建築物耐震化推進事業 43

072455 空家対策事業 45

072501 住宅管理事業 47

074406 若松地区公共施設再整備事業 49

074505 市営住宅整備事業 51

052102 経営所得安定対策事業 53

052105 農林振興一般事務 55

052106 中核農家総合支援事業 57

052110 野菜価格安定事業 59

052111 地産地消推進事業 61

052117 新規就農総合支援事業 63

052125 多面的機能支払交付金事業 65

052127 鳥獣野菜被害補助対策事業 67

052131 遊休農地対策事業 69

052166 森林環境譲与税基金積立金 71

053101 農業公園管理運営事業 73

054111 農業土木改良事業 75

054114 府営農業土木負担金事業 77

072301 河川管理事業 79

072302 防災情報事務 81

072403 緑化推進事業 83

部課別掲載事業一覧

道路交通課

都市計画課

住宅政策課

農とみどり推進課

産業まちづくり部



部名称 担当課名称 事業番号 事業名称 頁

部課別掲載事業一覧

072404 公園管理事業 85

072407 みどりの基金運用事業 87

072408 公園緑化協会育成事業 89

072409 富田林の自然を守る市民運動事業 91

072452 下排水路管理事業 93

074403 公園整備事業 95

074411 浸水対策事業 97

農業委員会事務局 052161 農業委員会事務 99

062101 商工観光課一般事務 101

062102 経営改善強化事業 103

062104 中小企業融資事業 105

062107 商業活性化総合支援事業 107

062108 商工祭 109

062113 観光振興事業 111

062115 勤労者共済会補助事業 113

062117 労働関連施策事業 115

062119 就労支援事業 117

062120 創業支援事業 119

062125 産業活性化事業 121

062181 消費者保護対策事業 123

063101 観光交流施設運営事業 125

商工観光課

農とみどり推進課

産業まちづくり部



成果指標２

活動指標２ 交通事故をなくす運動補助金 ➡
単位 予定 450 300 300 300

【 千円 】 実績 450

交通安全講習会参加者数 ➡
単位

予定 700 700 700 700

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 700 人 )

実績 0

 1/2

事業の
委託可能性

×：委託できない（法的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

行政が率先して行うべきものである。 受益者負担を求めて実施する事業ではない。

活動指標３ 設定なし ➡

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

市民の交通安全意識や交通マナーの向上を図るための取
組みであり、非常に重要な事業である。

各自治体が自らの財源で取り組むべきものである。

【 】 実績
活動指標４ 設定なし ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

活動指標１ 交通安全教室実施回数 ➡
単位 予定 61 62 63 63

【 回 】 実績 0

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 450

332

件 )

実績

533 517 501 486

（現年）
■実施（DO）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 交通事故発生件数 ➡
単位

予定

1,043

決算 689

当初予算 1,294

事業概要 交通安全に係る講習会、イベント、会議等の開催及び広報活動などの啓発活動を実施。

(目) 交通安全対策費 (小事業) 交通安全一般経費

（現年）

事業目的
交通安全思想の普及徹底を図るため、交通安全教育・普及啓発
活動を推進する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 総務費

事業種別

(大事業) 総務費

(項) 総務管理費 (中事業) 総務管理運営事業

令和5年度

事業費
（単位：千円）

事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
▶ ▶

（個別施策27） 交通政策の推進

■対象事業

事業番号 022168 事業名称

評価者 北田　寛人

交通安全一般経費

（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり （2） 快適に暮らせる環境づくり

令和 ３ 年度
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評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容 【高齢運転者の交通安全対策について】

・近年、全国的に高齢運転者の運転操作不適による交通事故が多発しており、社会問題化している。令和元年6月、
政府において「未就学児等及び高齢運転者の交通安全緊急対策」を取りまとめ、大阪府では、運転免許証の自主返納
（免許返納）をした方を対象に、府内の協力企業等で購入額の割引や粗品の贈呈等をしていただくための取り組みを実
施している。
ただ、交通安全対策の根本的な解決にはなっておらず、府内各市町村でも独自の取り組みが必要である。本市でも、
地域高齢者交通安全教室を実施しているが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止を余儀なくされているた
め、啓発活動にも限界がある。
そこで、高齢者が自ら運転することなく安心・安全に移動ができるよう、公共交通の利用促進にも目を向けていきたい。
交通政策検討事務事業の各施策と連携しながら、スムーズに公共交通への利用の転換を行う取り組みが必要である。

【交通安全教室・講習会の取組み】
・新型コロナの影響により、子どもを対象とした交通安全教室は中止となっているが、子どもたちの交通安全教育の観点
から必要な事業であるため、実施の再開に向けて、富田林警察署等の関係者と協議をしていく。また、高齢者を対象と
した交通安全教室も同様に再開に向けて協議していく。また、地域からも交通安全教室の実施要望も多くあることも鑑
み、今後は、高校生に対する交通安全教室実施の検討や福祉委員会等の団体への啓発が必要とされる。
・現在、新型コロナウイルス感染拡大防止の影響により、警察との連携による交通安全教室等が実施できない状況であ
るが、交通安全ＤＶＤの貸与等、様々な工夫をしながら、各学校園及び老人クラブ等の内部のみでも取り組めるよう、市
としてもサポートをしていく。

【交通事故をなくす運動】
・「交通事故をなくす運動」富田林市推進本部は、関係団体として、総代会・ＰＴＡ連絡協議会・青少年指導員連絡協
議会・婦人団体連絡協議会・こども会育成連絡協議会・富田林警察署管内交通安全協会・老人クラブ連絡会の7団
体で構成しており、交通安全思想の普及徹底のため、様々な活動を行なっている。交通事故をなくす取り組みは、更に
重要度を増しており、地域だけでなく行政としてもその使命を果たすため、地域住民や団体に任せるだけでなく、行政が
積極的にこの運動に参画する必要がある。今後、行政が積極的にその使命を果たすため、当運動の推進本部長を市
長に改めることを検討している。併せて、人事課とも協議し、地域に対して交通安全を主導していける職員の育成に力を
注いでいきたい。

2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

新型コロナウイルス感染拡大防止の影響により、令和2年度以降、春・秋の全国交通安全運動や市内主要交差点での交通安全街頭指導
（市職員のみで実施）をはじめ、交通安全講習会、地域高齢者（老人クラブ）や学校園へ出向いての交通安全教室といった各種イベントが
相次いて中止となっている。
しかしながら、市民の交通安全意識や交通マナーの向上を図るため、講習会等に代わる新たな啓発方法について模索する必要がある。
今後も引き続き、富田林警察署及び交通安全協会などの関係者と協議を行う。

■予算要望の方向性（PLAN）

金額ではなく、考え方を記載してください。
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年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策27） 交通政策の推進

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 022173 事業名称 レインボーバス等運行事業

(目) 一般管理費

３

(小事業) レインボーバス等運行事業

（現年）

事業目的
市内各公共施設を結ぶコミュニティバスを運行する事により、公共
施設の利用促進を図るとともに、市民の社会活動を支援する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 総務費

事業種別

(大事業) 総務費

(項) 総務管理費 (中事業) 総務管理運営事業

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 18,279 19,065

決算 19,648

事業概要 コミュニティバス（レインボーバス）運行にかかる経費のうち、運行収入を差し引いた額の補助を行なう。

（現年）
■実施（DO）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ コミュニティバス（レインボーバス）利用者数 ➡
単位

予定

実績 40

57 57 57 57

【 千人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 57 千人

成果指標２ 設定なし ➡
単位

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

実績

)

)

活動指標１ 近鉄バスへの補助金額 ➡
単位 予定 18,277 18,277 18,277 18,277

【 千円 】 実績 19,648

【 】 実績

単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標２ 設定なし ➡

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

【 】 実績

【 】 実績

令和

 1/2

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

△：適正でない

近鉄バス株式会社による路線バスとして運行委託をしてい
る。

一般の路線バスと比較しても、運賃が100円と安価であり、
公金支出をできるだけ抑えるためにも、運賃値上げの可否も
含め、その検討が必要。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

△：事業内の一部について必需性が低い

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

公共施設の利便性を高めるとともに、市民の社会活動を支
援する役割を担っているが、新型コロナウイルス感染症の影
響により利用者数が前年度比で約3割減少し、さらには、公
共施設の休館等で、特に土・日・祝日の利用が激減してい
る。新型コロナが終息しても、コロナ前の利用者数に戻らない
ことが懸念される。

国からの補助金を得るためには、地域公共交通計画等の法
令に基づいた計画を策定し、それを実行する必要がある。今
後、計画の策定も視野に入れながら、富田林市交通会議で
協議をしていく。
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【レインボーバスのあり方】
・新型コロナウイルス感染症の影響により、レインボーバスの利用者が減少していることによる補助金額が増加の傾向に
ある。
そのうえ、レインボーバスは路線バス網のある地域へも運行をしているため、路線バス利用者を奪うことによる衰退を招く
恐れがあることから、そのすみ分けも急務でもある。今後は、路線バスが運行しない公共施設へのアクセスや、交通不
便地域などへの活用も視野に入れた検討が必要。昨年度実施した利用者等を対象としたレインボーバス等のアンケー
ト結果をもとに、長期的には、交通不便地域等への交通手段確保策として、富田林市交通会議で協議しながら、様々
な角度での検証を行いたい。

2/2

金額ではなく、考え方を記載してください。評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が前年度比で約3割減少し、また、新型コロナが終息してもコロナ前の利用者数には戻ら
ないことが見込まれるため、抜本的なあり方の見直しが必要。
そのあり方については、昨年に富田林市交通会議において「レインボーバスのあり方分科会」を設置したが、今後、分科会において検討をし
ていく。

■予算要望の方向性（PLAN）

4ページ



年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策27） 交通政策の推進

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 022185 事業名称 放置自転車等防止対策事業

(目) 交通安全対策費

３

(小事業) 放置自転車等防止対策事業

（現年）

事業目的
駅前周辺等の良好な環境を確保し、その機能の低下を防止するた
め、放置自転車等を撤去する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 総務費

事業種別

(大事業) 総務費

(項) 総務管理費 (中事業) 総務管理運営事業

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 6,815 9,206

決算 6,856

事業概要
喜志駅、富田林駅、富田林西口駅、川西駅、滝谷不動駅、金剛駅、滝谷駅周辺等における放置自転車等を撤去することにより、良好な
環境を確保する。

（現年）
■実施（DO）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 自転車駐車場利用台数 ➡
単位

予定

実績 23,663

28,000 28,000 28,000 28,000

【 台 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 28,000 台

成果指標２ 設定なし ➡
単位

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

実績

)

)

活動指標１ 駅前周辺放置自転車撤去台数 ➡
単位 予定 317 301 286 272

【 台 】 実績 159

【 】 実績

単位 予定

実績

活動指標３ 設定なし ➡
単位 予定

保管料収入以外の財源は期待できない。また、保管料を値
上げすることは、撤去自転車等の返還率を下げることになり、
本来の放置自転車対策につながらない。

活動指標２ 設定なし ➡

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

【 】 実績

【 】

令和

 1/2

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

△：適正でない

放置自転車等防止指導、放置自転車撤去及び保管所管
理の各業務をシルバー人材センターへ委託を行なってい
る。

自転車等所有者からの保管料収入と比較して大幅に経費
が掛かることから、確かに受益者負担の適正さは欠いている
が、保管料を上げる対策よりも、むしろ委託料をいかに下げ
るかを検討する方を優先すべきである。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

駅前周辺等の良好な環境を確保するため、放置自転車等
がなくなるまでこの事業は必要。
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金額ではなく、考え方を記載してください。評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容 【保管所管理業務の見直し】

・自転車等保管所では、自転車等放置禁止区域に放置された自転車等を移設する際に、一時的に保管する施設であ
り、当該保管所の管理運営は、シルバー人材センターに委託している。ただ、委託にかかる人件費が大部分を占め、か
つ、自転車等所有者が保管所に来所する人数も僅少であるため、経費の縮減にも限界がある。よって、市内各駅周辺
の良好な環境を維持していくためにも一定の経費をかけて事業を推進する必要性はあるが、引き続き効率的な対策を
検討する。

【放置自転車等防止指導業務及び同撤去業務】
・保管所管理業務と同様、シルバー人材センターに委託して、保管所への放置自転車等の移設を委託しているが、同
業務にかかる人件費は莫大である。コロナ禍の影響もあるが、近年、放置自転車等の撤去台数も毎年減少傾向にあり、
一定の効果が表れたことから、今年度、指導業務の規模を縮小して委託料の削減を行ったが、さらなる費用の削減を
図るため、抜本的な対策も検討し、併せて、市内各駅周辺の良好な環境を維持していく。

2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

良好な環境を確保するためにも、駅前周辺等の放置自転車対策は必須だが、事業実施にかかる業務委託の経費が莫大であり、その見直
しも必須。平成30年度及び今年度に、保管所の運営方法、放置自転車撤去方法などの見直しを図ることで委託料の縮減を図った。今後
も、引き続き効率的な放置自転車防止対策を検討をしていく。

■予算要望の方向性（PLAN）
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年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 072101 事業名称 土木管理事務

(目) 土木総務費

３

(小事業) 土木管理事務

（現年）

事業目的 市認定道路、法定外公共物等の適正な管理を行う。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 土木管理費 (中事業) 土木管理経常事業

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 9,664 8,044

決算 9,451

事業概要
主業務としては、市認定道路及び法定外公共物における、占用事務、境界事務、開発事務、認定事務等の機能・財産管理を行ってい
る。

（現年）
■実施（DO）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 設定になじまない ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

成果指標２ 設定なし ➡
単位

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

実績

)

)

活動指標１ 道路及び法定外公共物占用許可事務 ➡
単位 予定 1,000 1,300 1,300 1,300

【 件数 】 実績 1,309

80

150 150 150

【 件数 】 実績 92

単位 予定 100

実績

活動指標３ 開発協議事務 ➡
単位 予定 80 80 80

補助金等の要件に適合するものがない。

活動指標２ 公共用地境界確定事務 ➡

活動指標４ 市認定道路件数 ➡
単位 予定 1,310 1,330 1,340

【 件数 】 実績 60

1,350

【 路線数 】

令和

 1/2

1,323

事業の
委託可能性

×：委託できない（法的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

市が行う事務であり、委託はできない。 市が行う事務であり、委託はできない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

認定道路等の適正な管理に係る事業であり、安全・安心で、
快適なまちづくりの実現にむけて必需性は非常に高い。
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金額ではなく、考え方を記載してください。評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容 令和２年度より、窓口システムの公共用地境界確定図のデータ化を図るため、会計年度職員により公共用地境界確定

図のスキャニング作業及び管理システムへのデータ入力作業を行っているが、データ入力作業を行う上で、当初見込
んでいなかった土地調査作業が必要になっていることから、作業計画に遅れが生じており、令和４年度においても引き
続き会計年度任用職員の採用が必要である。

2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

富田林市域における道路及び法定外公共物の管理事務を行っていく中で、窓口業務を全般とした事務作業の能率的且つ正確性の向上
を図ることが必要で有り、その一旦を担う窓口システムと連動している管理システムの早期構築が必要である。

■予算要望の方向性（PLAN）
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年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策28） 低炭素型社会の構築

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 072106 事業名称 市道アドプト・ロード事業

(目) 土木総務費

３

(小事業) 市道アドプト・ロード事業

（現年）

事業目的

大阪府において実施されているアドプト・ロード・プログラムに準じ、市
が管理する道路の一定区間において、地元自治会や企業等の団
体が自主的に行なう清掃や緑化などの美化活動を支援し、身近な
道路の環境改善を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 土木管理費 (中事業) 土木管理経常事業

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 244 211

決算 98

事業概要
美化活動を実施する団体に対し、道路清掃に要する道具類の提供やゴミ収集等の支援を行なう。又、美化活動の実施は、概ね月に１回
以上の頻度で行なっていただく。

（現年）
■実施（DO）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 美化活動団体数 ➡
単位

予定

実績 10

10 10 12 14

【 団体 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 団体

成果指標２ 設定なし ➡
単位

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

実績

)

)

活動指標１ アドプト・ロード事業の市民への周知（広報等） ➡
単位 予定 1 1 1 1

【 回 】 実績 0

【 】 実績

単位 予定

実績

活動指標３ 設定なし ➡
単位 予定

当該事業に関して、補助金等の要件に合致するものはない
が、公益社団法人食品容器環境美化協会の助成制度を活
用することにより、活動団体の清掃道路の確保を行ってい
く。

活動指標２ 設定なし ➡

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

【 】 実績

【 】

令和

 1/2

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

ボランティア活動のため。 ボランティア活動のため該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

地元有志や地元企業などの団体が自ら身近な道路の美化
活動を行なうことにより、地域に愛されるきれいな道路づくり
や地域の環境美化の推進に取り組む。

9ページ



金額ではなく、考え方を記載してください。評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容 アドプト・ロード・プログラムに登録している各団体への支援を継続していくと共に、コロナが収束した後、広報やウェブサイト

への掲載を行うことにより、新規団体の募集を行い、活動団体の増加に努めていく。

2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

地元有志や地元企業などの団体がボランティア活動として道路美化活動を行っていますが、コロナ禍のなか、大人数が集まり活動する清
掃作業については、実施頻度が減少しており、また、コロナ感染をさけるため、新規団体募集の広報活動が行えていない状態である。

■予算要望の方向性（PLAN）
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 072201 事業名称 道路維持補修事業

(目) 道路橋梁維持費 (小事業) 道路維持補修事業

（現年）

事業目的
市認定道路の良好な維持管理や通り抜け私道の舗装を行うことに
より、通行の安全や市民の生活基盤整備を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 道路橋梁費 (中事業) 道路橋梁経常事業

事業概要 各町会等からの要望や、老朽の著しい箇所の改修をするとともに、道路敷内の除草や街路灯の補修など良好な維持管理を行なう。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 121,598 152,267

決算 121,744

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 市道認定道路の要望件数に対する整備率 ➡
単位

予定 100

実績 80

100 100 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績 100

100 100 100予定 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％

単位

)

活動指標１ 市道の要望に対する、工事発注件数 ➡
単位 予定 30 30 30 30

成果指標２ 生活道路の要望件数に対する整備率 ➡

活動指標２ 生活道路の要望に対する、工事発注件数 ➡
単位 予定 3 3 3

【 件 】 実績 24

3

【 件 】 実績 5

150 150 150

【 回 】 実績 248

単位 予定 150

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 突発出動回数 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

平成29年度にLED化した街路灯の灯具については、令和10
年2月29日まで維持管理も含め、リース契約を結んでいる。

市内全域の道路施設に関する事業であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

生活基盤である道路の維持補事業であり、今後も良好な維
持管理を行う必要がある。

補助金等の要件に合致するものがない。

【 】 実績
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2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

生活基盤である道路の維持補修を行う非常に重要な事業であり、町会等からの要望も多数ある事業である。町会等からの要望に応えるこ
とで市民の満足度向上は得られると思うが、今後、ますます増加する老朽化に対応するには、市域全体をみた計画をもとに事業を進める
必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

市民の生活環境の改善と向上、安全で快適なまちづくりを目指し、町会等から受理した維持管理や通り抜け私道の舗
装要望を効率的に実施するとともに、市道認定路線の良好な維持管理を計画的に実施できるよう努めたい。
令和元年度より、新市街地老朽化舗装補修事業と事業の統合をおこない事業の効率化を図ったが、市内全域におい
て道路施設の老朽化が進んでいるため、良好な維持管理に努めてはいるが十分ではない状況である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 072202 事業名称 街路樹管理事業

(目) 道路橋梁維持費 (小事業) 街路樹管理事業

（現年）

事業目的
市道認定路線の街路樹の良好な維持管理を行うことにより、市民
生活に潤いを与える。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 道路橋梁費 (中事業) 道路橋梁経常事業

事業概要 街路樹の剪定、薬剤散布、落ち葉の清掃及び伐採、補植を富田林緑化協会に管理を委託している。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 93,700 93,100

決算 93,692

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 街路樹に関する苦情件数 ➡
単位

予定 0

実績 19

0 0 0

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 0 件 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 剪定本数 ➡
単位 予定 3,500 3,500 3,500 3,500

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 突発出動回数 ➡
単位 予定 20 20 20

【 本 】 実績 3,152

20

【 回 】 実績 19

30 30 30

【 本 】 実績 41

単位 予定 30

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 補植本数 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

（一財）富田林市公園緑化協会へ委託している。 市内全域の街路樹に関する事業であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

街路樹はいやしの空間を確保する道路施設であることから、
今後も良好な維持管理を行う必要がある。

補助金等の要件に合致するものがない。

【 】 実績
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2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

街路樹の良好な管理を行うことにより、いやしの空間確保に寄与し、市民生活に潤いを提供している一方で、過度の成長による交通障害
等の弊害も発生しているため、適正に管理できる本数や計画的な伐採等、予算面も含めて検討していく必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

緑あふれる豊かな環境づくりを目指すとともに、街路樹が生活環境の支障となることが無いよう、地域の環境・樹木等の
状態を十分に把握し、樹木医を雇用するなどして専門知識を持つ（一財）富田林市公園緑化協会の活用等、効率的か
つ効果的な維持管理を行うよう努めたい。また、「住環境にやさしい街路樹づくり計画（案）」をもとに整備方法の検討を
行う。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 072402 事業名称 広域幹線道路調査事務

(目) 都市計画総務費 (小事業) 広域幹線道路調査事務

（現年）

事業目的
広域幹線道路（国道３０９号、八尾富田林線、大阪南部高速道路
等）の整備促進を関係機関と連携し行なう。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 国道３０９号、八尾富田林線の延伸及び大阪南部高速道路の事業化に向け、関係機関と連携を図りながら事業の促進を図る。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 104 104

決算 98

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 負担金事業であり、設定に馴染まない。 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 負担金事業であり、設定に馴染まない。 ➡
単位 予定

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 】 実績

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

行政間での調整であり、委託できない。 事業の性質上該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

市域では整備完了（国道３０９号）しているものや、これから
のもの（八尾富田林線・大阪南部高速道路）があるが、近隣
市町村さらには他県にまたがる事業の整備促進につながる
ものであり、関係機関が一丸となり取組む事業である。

大阪南部高速道路事業化促進協議会内で、税に頼らない
手法（インフラファンド）等の提案がされている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

広域幹線道路の整備については、超長期事業となることから、国の施策や財源等が非常に重要となってくる。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

現段階においては、協議会等の負担金のみであるが、南河内地域の発展には重要な役割を担う大事業である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策27） 交通政策の推進

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 072432 事業名称 交通政策検討事務事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 交通政策検討事務事業

（現年）

事業目的
地域公共交通を維持、再生、活性化し、全ての市民の安全で安心
な移動手段の確保を図るための施策の検討を行う。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 富田林市交通会議の開催や、地域公共交通の利用促進及び地域主体の公共交通サービス実現に向けた施策の検討を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 3,269 3,387

決算 45,154

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 路線バス乗降者数（近鉄バス、南海バス） ➡
単位

予定 2,437

実績 1,848

2,437 2,437 2,437

【 千人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 2,437 千人 )

実績 18,874

25,510 25,510 25,510予定 25,510

【 千人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 25,510 千人

単位

)

活動指標１ 交通不便地域への公共交通確保の取組団体数 ➡
単位 予定 3 4 5 5

成果指標２
鉄道乗客数（近鉄：喜志駅～河内長野駅、南海：大阪狭山市駅
～滝谷駅・河内長野駅）

➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 団体 】 実績 2

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

新たな地域公共交通の運行や交通政策の専門性が問われ
る事業など、委託すべき事業は、積極的に委託していく。ま
た、職員も地域公共交通政策にかかる知識の習得にも務
め、優先的に取り組むべき事業は職員主導で事業を展開す
る。

現在のところ、該当する事業が存在しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

近年の少子高齢化の進展に伴い、公共交通サービスの重
要性は増している。交通政策基本法及び地域公共交通活
性化再生法に基づいた、将来の公共交通維持確保策は最
重要課題。

国からの補助金を得るためには、地域公共交通計画等の法
令に基づいた計画を策定し、それを実行する必要があるた
め、交通会議の意見を踏まえながら、新たな財源確保策に
ついて検討していく。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

平成24年度に策定した「富田林市交通基本計画」に基づき、各種交通政策に取り組んでいくものであるが、公共交通政策は、国の動向が
目まぐるしく変化していることから、各自治体はその動向に瞬時に対応していかねばならない。また、公共交通政策の問題は国としても特に
重要視している。
令和2年10月、近畿運輸局から「地域連携サポートプラン」協定に基づく「提案書」が交付されたが、今後は、提案書の内容に基づき公共
交通政策を推進することが急務である。その方向性は一定定まっていることから、「富田林市交通基本計画」の見直しも含め、地域公共交
通活性化再生法に基づき、努力義務である「地域公共交通計画」の策定に向けた取り組みを実施することが急務である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

【地域公共交通計画の策定】
・地域公共交通活性化再生法に基づく、「地域公共交通計画」の策定義務化されたことから、令和4年度は、立地適正
化計画の策定時期と照準を合わせ、「地域連携サポートプラン」協定に基づく「提案書」をベースに、地域公共交通計
画の策定に着手していく。現在、国の補助事業を受けている路線への補助を継続するためには、沿線自治体による「地
域公共交通計画」の策定が必須であるため、同計画の策定は避けられない。その他、地域公共交通計画の策定及び
当該計画に基づき実行した事業には、国からの補助金の交付が期待できるため、市の財政を下支えすることが可能。
今後は、関係各課及び関係機関とも協議を重ね、計画策定に向けた議論を検討していく。

【交通不便地域への公共交通サービスの実現について】
・交通不便地域に該当する町会に対し、地域住民が主体となって、新たな公共交通サービスを実現するためのきっか
けづくりとして、各地域による勉強会の開催を依頼している。意欲的な地域には市や交通事業者も協働して、新たな交
通サービスの実現に取り組む。平成29年度に藤沢台七丁目地域が、平成30年度に彼方上7町会まちづくり協議会が
勉強会の取り組みを開催し、市も協働して実施している。
・しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響により公共交通機関の利用者が激減したことから、地域主体の公共交
通サービスの手法について見直しが必要。また、各地域で公共交通サービスが実現した際、それを下支えするために
も、市として当該地域への運行にかかる補助が必須。
・その他の地域においても、各地域と意見を交わしながら、地域にとってふさわしい公共交通サービスを模索できない
か、検討していく。

【公共交通の利用促進】
・近年、公共交通の利用者数が減少の一途で、さらにはコロナ禍により令和2年度は前年度比で平均で約3割の減少と
なった。本市内でも例外ではなく、利用者の減少を理由に、路線を廃止した地域があり、当該地域の移動手段に影響を
及ぼしている。今後も、これ以上の廃線を未然に防ぐ必要がある。
そこで、市民全体で公共交通を利用しようという取り組みを展開することが必要である。利用しやすい環境整備として、
乗り継ぎ割引の実施検討や、金剛バスに対しICカード等のキャッシュレス化への働きかけを行い、国と同様、財政補助
の可能性について、関係機関と協議を重ねる。
市職員が率先して公共交通を積極的に利用していく「エコ通勤チャレンジ」の効果も踏まえながら、市民や市内企業等
への利用促進策として、「交通環境教室」の実施を検討する。それに伴い、公的資金の投入も可能な限り検討してい
き、公共交通の利用しやすいまちづくりを展開していく。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （1） 安全・安心な暮らしの確保 ▶

（個別施策21） 防災対策の推進

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 072435 事業名称 がけ地防災工事補助事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) がけ地防災工事補助事業

（現年）

事業目的
市道に面しているがけ地（がけ崩れやがけ崩れが発生し二次災害
の危険が予想される）において、所有者等が行う防災工事に対し、
費用の一部を補助することで、市道の機能維持を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要
市道に面しているがけ地のうち、がけ崩れが発生する恐れのあるがけ地や、発生する事により二次災害の恐れが予想されるがけ地の所有
者等が、防災工事を行う際、その費用の２分の１以内（上限２００万円）を補助する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 2,000 2,000

決算 0

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 要望件数の減少 ➡
単位

予定 1

実績 0

1 1 1

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 1 件 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 補助をおこなった件数 ➡
単位 予定 1 1 1 1

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 件 】 実績 0

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

補助金事業であるため、委託することができない。 補助金事業であるため、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

近年の災害増加に伴い、市道に面するがけ地の防災工事を
行う事により、市道への安全性は大いに期待されるものであ
る。しかしながら防災工事自体が、土地の所有者にて実施
するものであり、費用も膨大となる事から、事業の実施に至ら
ないケースもある。

当該事業に関して、補助金等の要件に合致するものがな
い。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

市道に面している高さ２ｍ以上の個人擁壁が崩落する危険性がある場合、本補助事業を活用することにより、早急な擁壁補修を促進する
ことは、市道の交通安全の確保や通行機能の維持を行う観点から、必要な補助事業であると考える。
事業創設より年月が経っている事から、あらためて市民への周知をおこなう必要がある。また、崩落の危険性がある擁壁を改修する防災工
事費用には個人費用が膨大に必要であることから、事業に結びつかない状況である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

事業創設の要因となった寿美ヶ丘地区については、現在も崩壊する恐れのあるがけ地は存在し、また、近年の災害によ
り寿美ヶ丘地区以外にも崩落の危険性がある擁壁は確認されていることから、補助制度の市民への再周知を行うことに
より、危険擁壁の早期改修を促進する必要があることかた、補助事業の継続は必要である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 074201 事業名称 橋梁維持補修事業

(目) 道路橋梁維持費 (小事業) 橋梁維持補修事業

（現年）

事業目的
富田林市道にある橋梁の良好な維持管理および通行の安全確
保、市民生活の基盤整備を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 道路橋梁費 (中事業) 道路関係投資事業

事業概要

平成25年の道路法改正を受け、平成26年7月より道路管理者はすべての橋梁について、5年に1度、近接目視による点検を行い、点検結
果として健全性を4段階に診断することとなった。
平成25年に法令化された橋梁定期点検を行うとともに、橋梁の点検調査をもとに個別施設計画（橋梁長寿命化修繕計画）を策定し、その
計画をもとに補修工事を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 136,144 51,144

決算 134,975

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 橋梁長寿命化対策進捗率 ➡
単位

予定 17

実績 10

21 21 22

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 27 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 対策工事数 ➡
単位 予定 2 2 0 1

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 対策業務数 ➡
単位 予定 0 0 1

【 件 】 実績 2

3

【 件 】 実績 0

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

管理者において、計画し進めていかなければならない事業で
あり、委託はできない。

市内全域に存在する橋梁に関する事業であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

×：検討していない

道路法により5年に一度の法定点検を実施し、その結果に基
づき橋梁の良好な維持管理を行う必要がある。

現在、道路メンテナンス事業補助金【補助率55％】の交付
を受けて事業を行っているが、他に条件の良いものがあれば
検討する。

【 】 実績

 1/221ページ



2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

平成25年に法令化された橋梁定期点検を行うとともに、橋梁の点検調査をもとに個別施設計画（橋梁長寿命化修繕計画）を策定し、その
計画をもとに補修工事を行っていく必要がある。計画的に補修が必要な橋梁が12橋あり、国の補助金の確保に取り組む必要があるため予
算要望額が増大する。ただし、国の補助金については、要望額に比べ予算配分が少なく、補助額の減額による事業計画への影響がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

本市が管理する橋梁７７橋について定期的な点検を実施し、橋梁の健全性を確保するため、年次的に計画、補修を行
えるよう効率的に事業を進めるとともに、国の補助金の確保を行えるよう努めたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策27） 交通政策の推進

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 074205 事業名称 通学路・交通安全施設整備事業

(目) 交通安全施設費 (小事業) 交通安全施設整備事業

（現年）

事業目的
市内一円の交通安全施設の新設、補修および交差点改良を行
い、歩行者、通行車両の安全確保、交通の円滑化、事故防止を図
る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 道路橋梁費 (中事業) 道路関係投資事業

事業概要
町会等からの要望や通報を受け、歩道の改修や交通安全施設（カーブミラー、ガードレール、転落防止柵、路面標示など）の新設及び補
修を行う。又、信号機設置に伴う横断歩道、交差点改良を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 38,733 36,004

決算 39,497

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 交通安全施設の要望に対する整備率 ➡
単位

予定 100

実績 50

100 100 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績

予定

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 件

単位

)

活動指標１ 交通安全施設に係る工事発注件数 ➡
単位 予定 20 20 20 20

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 工事歩道舗装面積 ➡
単位 予定 5,500 5,500 5,500

【 件 】 実績 10

5,500

【 ｍ2 】 実績 3,314

【 ㎡ 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（法的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

管理者において、計画し進めていかなければならない事業で
あり、委託はできない。

市内全域の交通安全施設に関する事業であり、該当しな
い。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

歩行者、通行車両の安全確保、交通の円滑化、事故防止
を図るうえで、交通安全施設の新設、補修および交差点改
良が必要である。

大規模な交差点改良、歩道改良等については国庫補助の
対象となる場合がある。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

令和元年度において、未就学児を巻き込む悲惨な事故が発生したことから、警察や教育委員会、学校関係者などとの合同点検を行なうこ
とにより、未就学児や児童の安全を確保するための安全施設の整備や通行ルートの検討などに取組みました。
安全施設の整備については、ガードレール、転落・横断防止柵、車止め等の設置や、交差点改良、歩道の舗装復旧など歩行者や児童等
の安全を確保する上で非常に重要な事業であり、引き続き取り組む必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

交通安全施設の事業内容は多岐にわたるが、交通事情を十分に把握し、交通安全施設の新設および補修を効率的
かつ効果的に行う必要がある。
又、歩道における樹木などによる舗装の根上がりによる舗装の損傷が進んでいる事から、早期の舗装修繕が進むよう努
めたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 074206 事業名称 桜井１号線鉄道高架事業

(目) 道路新設改良費 (小事業) 桜井１号線鉄道高架事業

（現年）

事業目的
市道桜井１号線及び美原太子線粟ヶ池バイパスと交差する近鉄長
野線を立体交差（鉄道高架化）することで、既存の踏切を除去し、
歩行者の安全・安心を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 道路橋梁費 (中事業) 道路関係投資事業

事業概要
平成２７年度から令和６年度の継続事業であり、大阪府及び富田林市で鉄道高架化工事を行う近畿日本鉄道に対し、負担金を支払うも
の。
工事延長　L=908m

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 109,756 68,000

決算 109,756

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 鉄道高架化工事の整備率 ➡
単位

予定 82

実績 62

89 92 95

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 鉄道高架化工事の整備延長（事業費換算） ➡
単位 予定 100 21 67 67

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 負担金額 ➡
単位 予定 109,756 63,000 200,000

【 ｍ 】 実績 100

200,000

【 千円 】 実績 109,756

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

近畿日本鉄道㈱へ委託している。
不特定多数が利用する施設に関する事業であり、該当しな
い。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

×：検討していない

踏切が除去されることにより、歩行者の安全・安心が確保さ
れる。また、美原太子線粟ヶ池バイパスが完成することによ
り、桜井1号線渋滞等の緩和が期待でき、周辺環境の改善
につながる。

現在、踏切道改良計画事業補助金【補助率55％】の交付
を受けて事業を行っている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

大規模事業で事業費も膨大ではあるが、交通環境改善に対し、非常に大きな役割を担っている事業である。国の補助金無くして進めること
ができない事業であることから、今後も国の補助金の確保に取り組む必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

市道桜井1号線は、大阪府事業である美原太子線（粟ヶ池工区）の北側に位置し、大阪外環状線と国道（旧）170号を
結ぶ幹線道路である。当該事業は、「通学路交通安全プログラム」に位置付けられた事業であることから、市道桜井１
号線および美原太子線粟ヶ池バイパスを交差する近鉄長野線を高架化することで既存の踏切を除去し、通学児童の
安全・安心を確保するために必要な事業である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 074221 事業名称 法定外公共物維持補修事業

(目) 道路橋梁維持費 (小事業) 法定外公共物維持補修事業

（現年）

事業目的
法定外公共物（里道等）について、利用されている市民の安全と快
適な生活環境を確保する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 道路橋梁費 (中事業) 道路関係投資事業

事業概要 地元からの要望等を受け、里道等の舗装及び道路施設の維持補修を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 10,840 10,330

決算 11,836

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 法定外公共物要望に対する整備率 ➡
単位

予定 100

実績 71

100 100 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 要望に対する、工事発注件数。 ➡
単位 予定 7 7 7 7

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 件 】 実績 5

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（法的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

管理者において、計画し進めていかなければならない事業で
あり、委託はできない。

市内全域の法定外公共物に関する事業であり、該当しな
い。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

平成17年度に国から譲与を受けたものであり、現状の維持
管理は十分でないため、利用される市民の安全で快適な生
活環境を確保するために整備が必要である。

法定外公共物の維持管理に関して、補助金の要件に合致
するものがない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

平成17年度に国から譲与を受けたものであり、現状の維持管理は十分でないため、利用される市民の安全で快適な生活環境を確保する
ために今後も整備が必要である。法定外公共物の除草、清掃等の日常管理については、基本的に地域住民や沿道住民の地元の方々に
ご協力を頂いているところではあるが、少子高齢化に伴い、地元による日常管理が困難な地区が増加傾向にあり、今後、日常管理におい
ても行政で担っていかなければならなくなるため維持管理費用が増大すると思われる。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

法定外公共物を利用される市民の安全で快適な生活環境を確保するため、効率的かつ効果的に整備を進めるととも
に、地元による日常管理が困難となった地区の日常管理にも対応できるよう努めたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月11日

部署名 産業まちづくり部　道路交通課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 北田　寛人

■対象事業

事業番号 074222 事業名称 道路ストック総点検補修事業

(目) 道路橋梁維持費 (小事業) 道路ストック総点検補修事業

（現年）

事業目的
道路ストック総点検をもとに、道路施設の更新を行い、安心・安全
な道路空間を確保する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 道路橋梁費 (中事業) 道路関係投資事業

事業概要 第三者への被害を防止する観点から、道路施設の更新を計画的に実施する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 27,000 10,058

決算 23,320

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 道路ストック総点検にもとづく補修計画達成率 ➡
単位

予定 74

実績 43

84 90 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 補修計画にもとづく工事発注件数 ➡
単位 予定 3 3 3 3

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 工事実施延長 ➡
単位 予定 1,476 902 1,024

【 件 】 実績 2

506

【 ｍ 】 実績 592

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（法的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

管理者において、計画し進めていかなければならない事業で
あり、委託はできない。

市内全域の道路施設に関する事業であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

×：検討していない

第三者被害を防止し、安心・安全な道路空間を確保するた
めに整備が必要である。

平成30年度までは、社会資本整備総合交付金(防災・安
全）【補助率55％】の交付を受けて事業を行っていたが、要
望額に比べ予算配分が少なく、補助額の減額が著しいた
め、平成31年度からは公共施設等適正管理推進事業債の
活用に移行した。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

住民の命と暮らしを守ることを目的とし、道路管理者として管理する道路路面をはじめとする、照明灯等の管理物の状態把握、修繕箇所の
抽出を行うための年次的な点検を行わなければならない。第三者被害を防止し、安心・安全な道路空間を確保するために整備が必要で
あるが、老朽化が進み、早急に整備する必要がある施設が増加する。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

道路施設の年次点検老朽化により整備が早急に必要となる施設の増加等に対応するため、効率的かつ効果的に整備
を進めるとともに、新たな財源の模索を含め検討し、第三者被害を防止し、安心・安全な道路空間を確保できるよう努
めたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年9月28日

部署名 産業まちづくり部　都市計画課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策24） 快適な都市空間づくり

評価者 福元　研一

■対象事業

事業番号 029113 事業名称 駅前整備基金積立金

(目) 財産管理費 (小事業) 駅前整備基金積立金

（現年）

事業目的 駅前整備基金利子収入の積み立て

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 総務費

事業種別

(大事業) 総務費

(項) 総務管理費 (中事業) 総務費その他事業

事業概要 駅前整備基金から生じる利子収入を、同基金へ積立する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 125 133

決算 111

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 成果指標の設定にはなじまない。 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 駅前整備基金利子収入額 ➡
単位 予定 340 133 135 135

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 千円 】 実績 111

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

駅前整備基金から生じる利子収入を、同基金へ積立する事
務であり、事業の性質上該当しない。

駅前整備基金から生じる利子収入を、同基金へ積立する事
務であり、事業の性質上該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

駅前整備基金から生じる利子収入を、同基金へ積立する事
務であり、基金からの利子収入が生じる限り、事務手続きの
必要性がある。

駅前整備基金から生じる利子収入を、同基金へ積立する事
務であり、事業の性質上該当しない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

・具体的な駅前整備の計画がないため、当面、基金の活用予定はない。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

・運用益見込みに応じた予算要望を行う。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年9月28日

部署名 産業まちづくり部　都市計画課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策24） 快適な都市空間づくり

評価者 福元　研一

■対象事業

事業番号 072421 事業名称 都市計画管理事務

(目) 都市計画総務費 (小事業) 都市計画管理事務

（現年）

事業目的
【都計管理】
・人口減少、少子高齢化社会に対応した適正な土地利用を推進
し、快適で暮らしやすいまちづくりを進める。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 ・市の都市計画に関する基本的な方針である都市計画マスタープランに描かれた将来の都市像に向け、各種都市計画を推進する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 1,585 11,724

決算 1,484

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 都市計画決定の数（市街化調整区域における地区計画）（積算） ➡
単位

予定 6

実績 6

6 8 8

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 8 件 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 富田林市都市計画審議会の開催回数（単年度） ➡
単位 予定 3 3 3 3

成果指標２ ➡

活動指標２ 屋外広告物の許可件数（単年度） ➡
単位 予定 90 110 110

【 回 】 実績 1

110

【 件 】 実績 146

30 30 30

【 人 】 実績 16

単位 予定 50

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 景観に関する講座等への参加者数（単年度） ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

本事業の主な経費に、都市計画審議会の委員報酬がある
が、都市計画法には市の都市計画については、都市計画審
議会の議を経て決定することとされており、委託はできない。
ただし、都市計画支援システムの保守管理、都計図面の作
成、立地適正化計画策定等の業務については、委託済。

本事務は市民等に直接的にサービス提供を行うものではな
い。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

都市計画法において、市の都市計画については、都市計画
審議会の議を経て決定することとされており、都市計画審議
会の運営は必要である。
また、都市計画マスタープランや立地適正化計画の策定に
ついても都市計画法に基づき策定するものであり必要であ
る。

交付金、補助金等の得られる財源はない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

・都市計画審議会の運営については、各種都市計画の進捗に合わせて必要な都市計画手続きとして進めるものであることから、今後も関
連部署と連携し適切な開催に努める。
・現在使用中の都市計画支援システムについては、導入後20年近くが経過し、事業者によるサポート終了など、今後業務に支障をきたす
恐れがあり、早急にシステムの入替が必要である。また、新型コロナ感染予防対策、業務の効率化として、窓口に閲覧システムの導入が必
要と考えている。
・本市域は、大阪府景観計画、大阪府屋外広告物条例の対象であり、それらに基づき建築物、広告物等を規制している。本市が景観行
政団体に移行し、独自の景観計画を定める事も可能だが、新たな費用負担や事務が発生する事から、現状を維持していきたいと考えてい
る。
・屋外広告物に関する業務について、南河内広域事務室の市町は、大阪府屋外広告物条例に基づいているため、個々の自治体で単独で
処理するより広域的な処理が望ましい。
・生産緑地は、市街化区域農地の一つであることから、農業分野を総括する農政部局で一括して処理することが望ましい。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

・本市が関連する都市計画については、都市計画審議会の議を経て決定することとなり、各種都市計画の進捗に合わ
せて都市計画審議会を開催するが、来年度は年３回の開催を見込んでいる。
・立地適正化計画を令和３年度、４年度の２年間で策定することを予定しており、公正かつ第三者の意見をふまえて立
案していくことが、立地適正化計画の着実な実施を図る観点からも重要であるため、立地適正化計画策定委員会を設
置し、今年度は年３回の開催を予定している。来年度は、素案の作成、住民説明会やパブリックコメント等の実施を経て
原案を作成していくため、同策定委員会の開催を年４回で見込んでいる。
・現在使用中の都市計画支援システムについては、導入後２０年近くが経過し、開発事業者によるサポートが終了する
など、今後業務に支障をきたす恐れがあるため、システムの入れ替えが必要。また、窓口に閲覧システムを導入し、新
型コロナ感染予防対策、業務の効率化を図りたい。

34ページ



令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年9月28日

部署名 産業まちづくり部　都市計画課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策24） 快適な都市空間づくり

評価者 福元　研一

■対象事業

事業番号 072423 事業名称 開発指導事務

(目) 都市計画総務費 (小事業) 開発指導事務

（現年）

事業目的
「都市計画マスタープラン」に基づく、計画的な土地利用の推進と
良好な住環境の維持

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要
富田林市開発指導要綱に基づき、開発行為等による公共公益施設の整備等の協議を行うことによって、計画的な土地利用の推進と情報
周知を行う。
建築確認申請が大阪府及び民間確認機関に提出される前の内容把握と現場調査を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 115 113

決算 84

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
要綱協議で、指導を行ったもののうち、協議が成立したものの割
合。

➡
単位

予定 100

実績 97

100 100 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 富田林市開発指導要綱協議件数。 ➡
単位 予定 50 50 50 50

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 建築確認申請の経由処理件数。 ➡
単位 予定 350 350 350

【 件 】 実績 42

350

【 件 】 実績 413

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（法的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

・開発指導要綱協議は、開発者に対して適正な指導をする
事業であり、委託できない。

・確認申請経由業務は、大阪府建築基準法施行条例第76
条に基づく市町村が処理する事務であり、委託できない。

市として計画的な土地利用の推進のために行っている事業
であり、受益者負担を求める事業でない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

・開発指導要綱協議は、「都市計画マスタープラン」に基づ
く、計画的な土地利用の推進と良好な住環境の維持を図る
ため、開発者に対して適正な指導をする事業であり、必要で
ある。

・確認申請経由業務は、大阪府建築基準法施行条例第76
条に基づく事務であり、必要である。

市として計画的な土地利用の推進のために行っている事業
であり、補助金が存在しない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

・開発指導要綱協議で、指導を行ったもののうち、協議が成立したものの割合（成果指標）が96％であったが、協議の不成立を一部分にと
どめ、計画的な土地利用の促進ができ、良好な住環境の維持を阻害するような開発行為を防ぐことができた。
・開発指導要綱協議を行うことにより、開発行為の情報周知、近隣からの要望等を開発者に伝えることもでき良好な住環境の維持につな
がっているが、情報周知の時期が遅いなど問題もあるため、対策の検討が必要である。
・開発指導事務及び建築確認申請事務においては、近隣市町村及び大阪府との連携が重要であり、開発指導行政協議会等により情報
共有が図れている。
・市民からの建築物や土地利用係る法律に関する相談が増加、複雑化しており、建築基準法や都市計画法等の関連法の専門知識不足
により対応が困難な事例が多くなっている。
・建築確認申請の電子申請開始に伴って、電子申請や書面で申請された図面を画像データ化し、大阪府などへメールする事務が増加す
るとともに、大容量ファイルのやり取りが増加し、セキュリティ対策が必要

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

・開発指導要綱協議による開発行為の周知の時期について、近隣市町村の動向を調査しながら、住民の参加をより創
出するようなしくみづくりの検討や、開発指導要綱の見直しを検討していきたい。

・開発指導行政協議会等主催の研修に積極的に参加し、近隣市町村及び大阪府との連携を強化したい。

・市民に寄り添った相談に対応するための専門知識が取得できる研修を受講できるようにしたい。

・建築確認申請の電子申請開始に伴い、Tネットに接続していない単独のパソコンで処理することによりセキュリティ及び
業務効率を向上させたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年9月28日

部署名 産業まちづくり部　都市計画課

施策体系
（経営的施策） 将来を見据えた持続可能な行財政運営の推進 ▶                               ------------ ▶

（経営的施策1） 効率的・効果的な行財政運営

評価者 福元　研一

■対象事業

事業番号 072434 事業名称 広域まちづくり共同処理繰出事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 広域まちづくり共同処理繰出事業

（現年）

事業目的 広域まちづくり共同処理にかかる本市負担分を繰り出しする。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要
大阪府から権限移譲される事務を、南河内の６市町村（富田林市、河内長野市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村）で共同処
理するにあたり、本市が負担すべき金額を、別に設置する「南河内広域行政共同処理事業特別会計」へ繰り出しする。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 17,573 17,153

決算 17,164

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 成果指標の設定にはなじまない。 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 広域まちづくり共同処理繰出金 ➡
単位 予定 18,000 18,000 18,000 18,000

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 千円 】 実績 17,164

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

特別会計への繰出事業であり、委託化にはなじまない。 特別会計への繰出事業であり、事業の性質上該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

広域まちづくり共同処理の実施のため必要。
大阪府からの大阪版地方分権交付金以外の財源は、制度
上ないと考える。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

・広域まちづくり共同処理のあり方検討が必要である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

・負担金に関する６市町村の協議書に基づく本市負担金について要望する。
・現在広域共同処理事務を扱っている広域事務室を持続可能な組織とするために、個々の自治体で単独処理すること
が非効率となっている事務を抽出し、広域共同処理の対象になるのかの検討をより進め、組織の集約化を図ることが望
ましい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　金剛地区再生室

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策24） 快適な都市空間づくり

評価者 塚本　隆之

■対象事業

事業番号 072437 事業名称 金剛地区再生指針推進事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 金剛地区再生指針推進事業

（現年）

事業目的
新たなまちづくりの推進により、ニュータウン問題が顕在化する金剛
地区の再生・活性化を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要
金剛地区まちづくり会議の運営支援、金剛地区再生指針推進協議会の開催、住民等が主体となる地区再生・活性化に向けた取組の支
援、中・長期的なまちづくり（施設の再整備・都市空間の再編等）のあり方検討、その他、地区再生・活性化全般に係る連絡調整等を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 9,632 8,310

決算 18,748

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 金剛地区における住民主体（金剛地区まちづくり会議）の活動数 ➡
単位

予定 3

実績 9

4 5 6

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 10 件 )

実績 0

0 0 0予定 0

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 1 件

単位

)

活動指標１ 金剛地区まちづくり会議の開催 ➡
単位 予定 3 3 3 3

成果指標２ 都市基盤（公園等）の再整備 ➡

活動指標２ 金剛地区再生指針推進協議会の開催 ➡
単位 予定 2 2 2

【 回 】 実績 6

2

【 回 】 実績 2

10 10 10

【 回 】 実績 5

単位 予定 10

活動指標４ 地域の魅力や住民主体の活動等のＳＮＳによる情報発信 ➡
単位 予定 24 24 24 24

活動指標３ 金剛地区まちづくり会議（部会）の開催 ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

住民等が主体となるソフト的な活動にかかる支援、まちづくり
会議の運営等にかかる業務を委託している。また、R1～2年
度に実施した魅力向上拠点「∞KON ROOM」管理運営業務
を委託している。

地域再生・活性化にかかる業務であり、受益者負担を求め
る事業ではない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

交通利便性や良好住環境等、高いポテンシャルを有する金
剛地区は、市発展の大切なエンジンの一つであり、行政等が
かかわり（支援し）、計画的に地区再生・活性化を進める必
要性がある。

施策の進捗・段階等に応じ、地方創生推進交付金やコミュ
ニティ助成等の交付金・補助金が受けられる可能性がある。

【 回 】 実績 24
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

・金剛地区再生指針推進事業においては、誰もが気軽に参加でき、まちづくりに関われる場として「金剛地区まちづくり会議」を開催するとと
もに、「まちづくり会議」参加者等が中心となり、地区の魅力向上に資する取組（居場所づくり、イベント企画等）を進めてきた。
・主な実績として、「まちづくり会議」有志により設立された「一般社団法人わっく金剛」が、地域の居場所・活動拠点となる「わっくcafé」を開
設（R3年2月）、URと本市が住民ニーズ等に基づき、地域の「まなぶ」「はたらく」「つどう」場となる「∞KON ROOM」を共同設置（R3年1月）、
その他、住民主体による公園整備等の機運が高まるなど、既存の取組の継続・活発化とともに、新たな視点による取組もスタートしている。
・一方で、「まちづくり会議」の会議開催呼びかけや、一部の取組実践において、行政による伴走支援が必要な状況があり、将来的に、会議
参加者を中心に自立した運営や活動が展開できるよう、誘導（支援のあり方の見直し）が必要である。
・また、ソフト的な取組の活発化に伴い求められる都市基盤の再整備等の検討について、そのあり方等にかかる調査業務を実施し、今後の
地区再生に向けた事業検討の基礎資料として、整備案、及びその実現に向けた課題等を整理した。これを踏まえ、地区の施設等再整備
に向けたコンセプトや各エリアの導入機能を示す、基本構想の策定を進めている。
・今後、金剛地区再生室が中心となり、組織横断的な検討体制の強化や連携・協力により、PPPも視野に入れた具体的な整備（計画の策
定、設計、施工等）に向けた検討を進める必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

【金剛地区再生指針協議会の開催】
・定例の協議事項の他、金剛地区施設再整備事業における「金剛地区の施設等再整備基本計画」策定にかかる協議
を兼ねるため、必要となる経費（委員報酬、費用弁償等）を要望する。

【金剛地区まちづくり会議等の運営支援】
・住民等が主体となって進める地区の魅力向上に資する取組の企画・運営支援、及び会議開催を支援する。
・令和3年度に実施した、RE:KONGO～まちをデザインするプロジェクト～についても、継続して開催するものとし（金剛地
区まちづくり会議のプロジェクトとして開催）、取組等の企画・運営を支援する。
・上記について、引き続き住民等主体で進められるよう誘導・支援するため、金剛地区再生指針推進支援業務として、
委託料を要望する。

【∞ＫＯＮＲＯＯＭの運営】
・Ｒ2年度に、ＵＲ都市機構との共同で設置した「∞ＫＯＮＲＯＯＭ」において、魅力的な管理運営やイベント開催等を通
じ、コミュニティづくりや地域ニーズ等を探るための実証実験を継続して行う。　※債務負担済み。
・同拠点の設置期間は、令和5年2月末までを予定（その後の継続は未定）。
・同拠点の、運営、及び調査検討等にかかる経費として、委託料を要望する。
・なお、拠点の設置を継続する場合は、拠点の管理運営とともに、地区再生活性化全般のマネジメントや住民活動等の
中間支援等を担うサポートデスク機能の導入を検討する。

※R4年度は、「金剛地区施設再整備事業」の進捗とともに、ＵＲ都市機構、その他関係ステークホルダー等との連携等
の状況を踏まえ、金剛地区再生指針推進業務全体の進め方の枠組みを検討し、R5年度以降に見直す予定。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　住宅政策課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策26） 住宅政策の推進

評価者 西田　伸司

■対象事業

事業番号 022109 事業名称 住宅取得転入促進事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 住宅取得転入促進事業

（現年）

事業目的
人口の一極集中是正と人口減少・少子化への対応を目的として、U
ＩＪターンによる転入を促進し、子育てや親の介護等を支援する環境
づくりを推進する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 総務費

(項) 都市計画費 (中事業) 総務管理運営事業

事業概要
移住を促進するため、本市に１年以上居住している住民の市外在住子世帯が、本市域内に住宅を取得し転入した際、給付金を給付（親
世帯と近居の場合30万円、同居の場合50万円）

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 20,547 17,134

決算 16,165

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
本給付金制度を活用された転入世帯数
（平成２８年度実績を基準値とし、平成２９年度から１０年間で５０
０世帯の転入の目標とする）

➡
単位

予定 200

実績 49

250 300 350

【 世帯 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 500 世帯 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 本給付金制度で近居を行った世帯数 ➡
単位 予定 45 45 45 45

成果指標２ ➡

活動指標２ 本給付金制度で同居を行った世帯数 ➡
単位 予定 5 5 5

【 世帯 】 実績 47

5

【 世帯 】 実績 2

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

給付金受給資格審査の中で、市税滞納調査等があり、個人
情報の観点から、委託にはなじまないと考えます。

住宅購入費用の一部補助としての本市の金額設定は、府
下の他自治体と比較しても妥当と考えます。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

本給付金支給制度による親世帯・子世帯の近居・同居の促
進は、介護や子育て等、互いに安心して生活を送る事がで
きる環境づくりの推進に寄与し、本市への移住対策に繋がる
と考えています。

現時点で、国庫補助等の新たな財源はございません。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

昨年度の給付金受給者４９名の約71％（35件）が、給付金制度の存在が、本市内での住宅取得の要因の一つとなったと回答しており、本
事業が本市への移住・定住の一因になったと考えています。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　本事業については、本市への移住・定住促進はもちろん、親子世代間での子育て支援や介護、加えて雇用確保の側
面からも効果が期待できると考えており、今後も事業の継続を希望します。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　住宅政策課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （1） 安全・安心な暮らしの確保 ▶

（個別施策21） 防災対策の推進

評価者 西田　伸司

■対象事業

事業番号 072429 事業名称 既存民間建築物耐震化推進事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 既存民間建築物耐震化推進事業

（現年）

事業目的
地震に対する建築物の安全性の向上を図り、市内の人的及び物的
な地震被害の軽減を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要

・昭和56年以前に建築された建築物の耐震診断、耐震改修及び除却を実施する費用の一部を所有者に補助する。
　　【耐震診断】木造住宅：補助率10/11　補助限度額50千円　非木造住宅：補助率1/2　補助限度額25千円
　　　　　　　　　 学校・病院等の特定建築物：補助率2/3　補助限度額1,333千円
　　【耐震改修】木造住宅：補助率1/3　補助限度額1,000千円
　　【耐震除却】木造住宅：除却工事に要する額　補助限度額200千円
・講演会の実施や防災訓練・各自治会行事に参加して耐震化の啓発活動を実施する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 14,350 13,236

決算 9,448

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 市内住宅の耐震化率（2025年度　耐震化率95％） ➡
単位

予定 89

実績 -

90 91 93

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 95 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 耐震診断の補助件数 ➡
単位 予定 20 20 20 20

成果指標２ ➡

活動指標２ 耐震改修の補助件数 ➡
単位 予定 8 8 8

【 戸 】 実績 15

8

【 戸 】 実績 5

4 4 4

【 回 】 実績 5

単位 予定 4

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 啓発活動（広報掲載、まちまる、イベント等）の回数 ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

補助事業は、国・府費の交付条件が市の直接補助事業に
なっているため、委託はできない。

啓発活動は、NPO法人と協力して、説明会や個別訪問によ
る事業説明を実施している。

改修補助制度を設けている府内の自治体の多くが定額補
助（40～100万円）を実施しているのに対して、建築面積や
施工業者によって、補助事業費に差が生じるため、本市で
は補助率と上限額を設定している。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

近い将来、高い確率で発生が予想される大地震に対して、
市内の人的及び物的な地震被害の軽減を図るために、富
田林市耐震改修促進計画に定められた耐震化率の目標達
成を目指して、一定の補助制度の継続が必要である。

既に国の交付金及び府の補助金が得られており、新たな財
源は見込めない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

ＮＰＯ法人の協力を得て、各戸にチラシを配布して補助制度の説明をする予定だったが、新型コロナウィルスの蔓延に伴い、住宅所有者と
接触を回避するため、電話による相談会を実施した。電話相談会を開催するに当たり、市内の平成12年以前に建てられたと外観から判断
できる約13,000戸に開催案内を配布したが、耐震診断に繋がる件数は10戸であった。

耐震診断を実施するためには、住戸内の至る所を３時間程かけて現場確認する必要があるため、入居者によっては、コロナウィルスの感染
を恐れ、業者の入室を嫌うことが懸念される。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

コロナ禍においても、地震に対する対策の必要性を周知し、予算要望する補助件数をコロナ蔓延以前と同等とする。

【参考】
実績：令和元年度　改修 9件
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　住宅政策課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策26） 住宅政策の推進

評価者 西田　伸司

■対象事業

事業番号 072455 事業名称 空家対策事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 空家対策事業

（現年）

事業目的
市内に空家が放置され、周辺環境に悪影響を及ぼす事を防ぐた
め、市内空家の対策を講じる。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要

・住民より寄せられた空家に係る苦情・要望に対し、当該空家所有者を調査し、適正な対応（管理）を依頼
・有識者からなる空家対策に係る協議会において、空家対策推進の助言を求め（そのまま放置すると著しく周辺に悪影響を及ぼす特定空
家等の認定について等）、対策を講じていく
・老朽危険空家を除却しようとする空家所有者に対し、除却費用の一部を助成
・本市空き家バンク掲載の係る売買成約・賃貸成約・売買成約物件のリフォームに係る補助を実施。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 7,803 14,228

決算 1,342

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 空家増加率（過去の増加率を抑制する指標） ➡
単位

予定 12

実績 -

13 15 16

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 21 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１
状態改善空家数（通報対応）
（2016年度対応実績を基準値とし、2017年度から１０年間で５０
０件の空家の状況改善を目標とする）

➡
単位 予定 200 250 300 350

成果指標２ ➡

活動指標２ 老朽危険空家除却補助件数 ➡
単位 予定 5 5 5

【 件 】 実績 118

5

【 件 】 実績 2

3 3 3

【 回 】 実績 0

単位 予定 3

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 空家等対策協議会の開催回数 ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

事業内容には、空家所有者の個人情報を取り扱う等もあり、
慎重に検討を行う必要があるが、部分的な形での委託であ
れば可能であると考える。

「老朽危険空家除却補助」については、空家所有者に除却
費用の一部を、「空き家バンク活用促進補助」については、
バンク掲載物件の売買や賃貸の成約時に売主・買主・貸
主・借主に対し補助を、加えて買主については、成約物件を
リフォームする際には、その費用の一部を補助している。受
益者負担については、補助対象者毎に有無が分かれる状
況となっているが、両補助制度共に、市域内空家解消（減
少）の為の施策として実施しており適正と考えている。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

全国的な問題となっている空家の増加について、「空家等対
策の推進に関する措置法」により、市町村は区域内の空家
対策の推進を総合的かつ計画的に推進することと規定され
ており、防災・景観・環境・安全面で住民の生活を守る為、
積極的に取り組む必要が有る。

既に国の交付金を得ているが、空家問題については、全国
的に大きな問題となっており、今後も、交付金・補助金の新
規事業の創設や既存事業の拡充も考えられる事から、国・
府等に積極的に情報提供を受け、その交付対象となる事業
展開を検討し、新たな財源確保に努めたい。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

空家は対策を講じなければ、増加する事が予想され、空家所有者に適正な空家管理意識の醸成等、空家の発生・増加を抑制する施策に
取り組む本事業の必要性は非常に高いと考える。事業の課題としては、草木の繁茂等、一定の期間が経過すると問題が再発する事案が
多数ある事や、所有者死亡＋相続人不存在により、管理者（問題対応者）が存在しない事案があげられる。また、空家状態を解消する為
の有効な施策（除却促進や利活用促進等）を講じていく必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

市域内の空家を利活用により解消する為のコンテンツの一つとして、空き家バンクを立ち上げていますが、登録件数が
伸び悩み、活発な運用ができていない状況にあります。そういった状況を改善する為、空家バンク掲載物件の売買・賃
貸の成約時に売主・買主・貸主・借主に対し補助を、加えて買主については、成約物件をリフォームする際には、その費
用の一部を補助する制度を創設・拡充しましたが、登録件数増加に直結する成果は上げれていません。そこで、来年
度以降は、空き家バンク登録物件の成約だけでなく、空家バンクへの登録に対し補助を行う事で、空家所有者の空き家
バンクへの登録意欲に働きかけ、登録物件の掘り起こしに努めたいと考えています。加えて、空き家バンク登録物件のイ
ンスペクションに対しても補助を行い、登録物件の安全性を向上させる事により、購入意欲・賃借意欲に働きかけ、バン
ク掲載物件の成約の活性化を図ります。　　　　　　また、2017年度に策定した「富田林市空家等対策計画」が計画期
間（2018～2022年度）を満了する事に伴い、既存計画を、現在の本市の空家施策、市域内の空家の実情に即した内
容に見直しを行います。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　住宅政策課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策26） 住宅政策の推進

評価者 西田　伸司

■対象事業

事業番号 072501 事業名称 住宅管理事業

(目) 住宅管理費 (小事業) 住宅管理事業

（現年）

事業目的 市営住宅の適正な管理

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 住宅費 (中事業) 住宅管理事業

事業概要
・新規入居者のための空き家修理を実施。
・市営住宅の良好な管理のため、施設整備や植栽などの修理営繕を実施し、施設管理等効率の高い管理委託を継続。
・家賃滞納や不正入居者に対する取り組みを強化し、悪質な入居者に対しては裁判等の手法により適正化を促進。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 39,872 44,902

決算 40,650

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 家賃徴収率 ➡
単位

予定 98

実績 98

98 98 98

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 98 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 当該年度末における口座引き落とし利用件数 ➡
単位 予定 245 250 255 260

成果指標２ ➡

活動指標２ 当該年度末における納付書払い利用件数 ➡
単位 予定 147 152 157

【 件 】 実績 250

162

【 件 】 実績 82

【 件 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

現在、部分的に委託を行っている業務有
住宅使用料（家賃）については、各戸入居世帯の収入に応
じて算出しており、適正である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

×：検討していない

住宅に困窮している低所得者の居住場所を確保するために
必要

現時点で、新たに活用できる財源なし

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

低所得の住宅困窮者の居住場所確保の為にも、本事業は必要。毎年２回実施している空室の入居者募集でも、募集戸数以上の応募が
あり、需要も大きい。使用料（家賃）の滞納分の回収があげられ、対象者（入居者）が、そもそも低所得の為、思うように回収が進まない事。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

・令和３年度は、地元団体に委託を行っている若松地区の市営住宅の管理業務について、見直しを行い、上半期を
もって家賃徴収業務委託を廃止しました。残るその他の業務についても、令和４年度以降、業務内容の精査や委託先
の選考方法の再考を行う予定です。
・使用料（家賃）滞納者については、これまで同様、収入や生活状況等の聞き取りを行い、適正な返済額協議を行い、
計画的な返済を促していきますが、必要があれば訴訟提起等を行い、滞納額減少に努めます。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　住宅政策課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策26） 住宅政策の推進

評価者 西田　伸司

■対象事業

事業番号 074406 事業名称 若松地区公共施設再整備事業

(目) 都市整備推進費 (小事業) 若松地区公共施設再整備事業

（現年）

事業目的
地区内の老朽化や耐震性が不足している市営住宅や公共施設の
建替え、通り抜け道路や公園整備を行い、街区の一体的な再整備
を行う。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画投資事業

事業概要
・市営住宅（12棟分）の集約建替え、公共施設の整備を行う。
・団地内通路の袋小路状態解消のため、幹線道路の整備を行う。
・若松中央公園の再整備を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 21,916 18,105

決算 13,639

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 若松地区における市営住宅建替進捗率 ➡
単位

予定 100

実績 100

100 100 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績 43

43 86 100予定 43

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％

単位

)

活動指標１ 市営住宅（1、2期）、集会所の建替完了件数 → 3事業 ➡
単位 予定 0 0 0 0

成果指標２ 事業の進捗状況（計7事業） ➡

活動指標２ 公共施設（みどり保育園、合築施設）の整備完了件数 → 2事業 ➡
単位 予定 0 0 0

【 件 】 実績 0

0

【 件 】 実績 0

0 0 0

【 件 】 実績 0

単位 予定 0

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 道路、公園の整備完了件数 → 2事業 ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

整備する公共施設は、事業内容によっては、PFI等の民間活
力の導入が可能である。

本事業の公共施設の整備については、受益者負担を求める
ものではない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

地区内の公共施設は、老朽化及び耐震性が確保されてい
ないことから、若松地区再整備基本構想に基づき、施設の
更新を行う。

市営住宅に関連する事業は、公営住宅等整備事業の対象
になり、国補助金等の財源を得られる可能性がある。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

【公共施設】
新たに整備する公共施設については、「主体的な市民参加と協働によるまちづくり」を更に推進できる施設運営を目的に、持続可能な財政
運営を堅持できる施設を整備する必要がある。

【市営住宅】
建替えが完了したことにより入居者が不在になった若松第８住宅については、跡地の売却や貸付等により財源を確保するため、施設を除
却する必要がある。

【文化財調査】
過年度に市営住宅や道路用地において実施した文化財発掘調査では、多数の遺物が発掘されており、発掘された遺物は現在も整理でき
ずに保管されている。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

【公共施設】
令和３年度に実施した（仮称）人権文化センターの実施設計に基づき、文化財発掘調査及び建築確認申請業務を発
注し、確認済証を取得後に２ヵ年度かけて施設を整備する。

【市営住宅】
跡地の売却や貸付等により財源を確保するため、若松第８住宅の除却設計業務及び除却工事を実施する。

【文化財調査】
若松第３・５住宅及び主要区画道路の整備に伴う文化財発掘調査の成果を公表するため、３ヵ年度をかけて発掘され
た遺物の内業整理及び調査報告書の刊行を文化財課に業務依頼する。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　住宅政策課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策26） 住宅政策の推進

評価者 西田　伸司

■対象事業

事業番号 074505 事業名称 市営住宅整備事業

(目) 住宅管理費 (小事業) 市営住宅整備事業

（現年）

事業目的 市営住宅を適正に施設管理するための整備を行う。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 住宅費 (中事業) 住宅投資事業

事業概要
・市営住宅の計画的な営繕工事や入居者の安全を確保するための突発工事を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 19,759 45,460

決算 11,096

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 修繕発生件数 ➡
単位

予定 100

実績 84

100 100 100

【 件 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 90 件 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 計画的な営繕工事件数 ➡
単位 予定 0 1 1 3

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 件 】 実績 0

【 戸 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

営繕工事の内容によっては、設計業務等を委託済みである
が、本事業自体を委託することは、公営住宅法等により認め
られていない。

公営住宅法に基づく家賃設定を行い、入居者より家賃を徴
収している。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

入居者の生活に直接影響するため、事業の必需性は高い。
市営住宅長寿命化計画に基づく営繕工事は、従前の仕様と
比較して性能が向上する内容については、国庫補助の対象
になる。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

令和３年３月に富田林市営住宅長寿命化計画（令和2年度改訂版）を策定し、老朽化が進んでいる市営住宅の長寿命化工事を計画的に
実施していく必要がある。

【若松第11住宅12棟】
若松第11住宅では、浴室の防水モルタル仕上げが劣化しており、下階の部屋で水漏れが発生している。
【若松第11住宅13棟】
数年前から屋外階段手摺やベランダ転落防止柵などの鉄部の塗装が剥離しており、入居者が鉄部に接触すると、剥離した塗料が付着す
るなどの苦情が寄せられている。
【若松第12住宅1棟】
施設の不具合のため、入居者の移転を計画的に実施しており、令和2年度中に全入居者の移転が完了する。
【甲田住宅】
平成５年度に建築された市営住宅の外壁が劣化しており、過去に外壁改修を実施していない。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

【若松第11住宅12棟】
令和２年度に室内仕上げ材を撤去して確認した結果、浴室の床下で水漏れを確認した。第11住宅の浴室は、現状の
防水モルタル仕上げが劣化しており、今後も同様の事象が他部屋で発生する可能性が高いことから、過去に他の市営
住宅で実績のある浴室パネルを全浴室に設置する。
（令和３年度 若松第11住宅13棟は予算化済み）

【若松第11住宅１３棟】
屋外階段手摺やベランダ転落防止柵などの鉄部の塗装が剥離しているため、鉄部の塗装工事を実施する。
（平成30年度 若松第11住宅12棟は修繕済み）

【若松第12住宅1棟】
全入居者の移転が完了した市営住宅を除却するため、除却設計を実施する。

【甲田住宅】
甲田住宅の外壁について、平成5年に竣工後、一度も外壁改修を実施しておらず、漏水などによる躯体への影響を未
然に防ぐため、外壁改修工事を実施するための事前調査及び設計を実施する。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052102 事業名称 経営所得安定対策事業

(目) 農林業総務費 (小事業) 経営所得安定対策事業

（現年）

事業目的
農業経営の安定と国内生産力の確保を図り、もって食料自給率の
維持向上と農業の多面的機能を維持する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その差額を交付することにより、農家経営の安定、食料自給率の維持向上等
を図る国策を推進する事務的経費。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 1,960 1,658

決算 1,534

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 事務的経費のため、成果指標の設定には原則なじまない。 ➡
単位

予定

実績

【 － 】 （ 令和8年度目標値 ➡ － )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 経営所得安定対策（米・転作）交付金の交付農家数 ➡
単位 予定 90 90 90 90

成果指標２ ➡

活動指標２ 経営所得安定対策（米・転作）交付金の交付対象農地面積 ➡
単位 予定 5,500 5,500 5,500

【 戸 】 実績 80

5,500

【 アール 】 実績 6,345

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

地域の農業者のみならず、農業に関わる関係機関との連携
が必要不可欠であるため。

該当しない

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

水田農業全体としての所得の向上等により、農業経営の安
定を図ることができているため、本事業の必需性は高い。

国費１００％事業のため、検討していない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　毎年約100件程度の申請があり、本事業を通じて、販売農家の農業経営の安定を図ることができている。
　制度が複雑で、頻繁に交付金の内容等が見直しされるため、また各地区の代表が数年に一度代わることもあり、すべての農家が制度内
容を把握できていないので、制度への理解を深め、加入すべき申請者を増やしていきたい。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その差額を交付することにより、農業経営の安定を図るこ
とができており、引き続き販売農家への交付を実施し、農業経営の安定や、自給率向上等を推進していきたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052105 事業名称 農林振興一般事務

(目) 農林業振興費 (小事業) 農林振興一般事務

（現年）

事業目的 農林振興にかかる事務的経費及び各種農業団体の事業補助

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
事務的経費及び各種農業団体の事業補助（農業技術向上事業、農地環境負荷低減事業、減化学肥料栽培促進事業、花卉栽培技術
向上事業、若手農業者技術向上事業）、営農指導活動事業への補助

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 8,095 15,492

決算 7,564

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 事務的経費などのため、成果目標の設定には原則なじまない。 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 学校給食での地場産野菜使用量 ➡
単位 予定 7,760 7,780 7,800 7,820

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 ｋｇ 】 実績 9,233

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

　農業技術向上の事業など、委託をすると事業目的が達成
できないものが多く、委託可能性はない。

　各団体が行っている事業補助については、1/2補助となっ
ており、会費などの受益者負担はある。
　営農補助金については、委託的補助であるが、農家負担
分等差し引いた額に対しての補助となっている。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

 食の安全や地産地消への関心が高まる中、若手農業者を
中心に農業技術の向上や環境負荷低減、地場産品のブラ
ンド促進に取組み、また、生産者と消費者をつなぐ学校給食
への地場産野菜の使用など、多様な事業に対する補助を行
うことは、本市の農業振興に必要なものである。

　農業振興、地産地消を推進する事業に対しての補助等で
あり、市の農業振興に欠かせないものである。
　各団体などへの補助については、会費をとるなどして、受
益者負担を求めているが、新たな財源確保は難しい。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　課題としては、様々な事業に取り組む団体の高齢化やメンバーの減少である。
　農業者の技術向上や、市内農家への営農指導及び地場産品の高付加価値は、農家の経営や収入安定につながるものであり、大阪府
やJAと連携して行っている活動もある。
　設定している活動指数について、給食で使用する地産産野菜の使用量は、天候による農作物の出来に影響を受けるものもあり数値は上
下するが、生産者と消費者をつなぐ地産地消などについては、今後も必要な事業と考えています。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　地産地消に係る事業や営農指導を含む農業技術の向上及び地場産品の価値向上は、本市が推進する農業振興に
直接つながるものであることから、引き続き各事業への補助を行いながら、若手農業者を含む技術向上や、学校給食
等での地産地消を進めていくため、農業者の経済的負担を補助し、農家の経営安定につなげていきたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052106 事業名称 中核農家総合支援事業

(目) 農林業振興費 (小事業) 中核農家総合支援事業

（現年）

事業目的
経営改善支援により認定農業者等の経営基盤を強化するなど、中
核となる農家を支援し､地域農業の活性化を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要

認定農業者が農業経営改善計画を達成するために必要な長期低利資金を日本政策金融公庫資金が貸し付ける金利の一部を助成する
ことにより、農業経営の基盤を強化する。
農地流動化対策として、認定農業者等に農地の利用集積を図ることで、農地の有効利用を図る。
中核となる農家の経営改善を支援することで､本市農業の活性化を図る。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 1,727 185

決算 28

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 担い手農家数（国版認定農業者） ➡
単位

予定 83

実績 71

81 81 81

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 80 人 )

実績 50

81 83 84予定 79

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 85 人

単位

)

活動指標１ 認定農業者の利用集積面積 ➡
単位 予定 6,600 8,000 8,000 8,000

成果指標２ 大阪版認定農業者数（国版を除く） ➡

活動指標２ 農地中間管理事業による貸借面積 ➡
単位 予定 510 1,500 1,500

【 アール 】 実績 16,615

1,500

【 アール 】 実績 2,904

150,000 150,000 150,000

【 円 】 実績 0

単位 予定 150,000

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 経営改善事業への補助金額 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

地域の農業者のみならず、農業に関わる関係機関との連携
が必要不可欠であるため。

受益者負担はなく該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

富田林市の農業を発展させるためには、農業の担い手を育
成することが必要不可欠であり、そのための国及び大阪府が
定める基準に基づく認定農業者を認定し、認定農業者への
支援や農業経営改善事業への支援を行う本事業は必要で
ある。

新たな財源は検討していない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　農業の担い手として位置付けられる国版認定農業者・大阪版認定農業者の役割はますます重要なものとなっている。
　全体として農家数の減少が続く中で、国版及び大阪版とも認定数の拡大は困難ではあるが、本市中核農家を主体とした新規就農者支
援事業等とも連携し、認定農業者になり得る農業者の掘り起しや制度への誘導をさらに進める必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　国版認定農業者を認定する「農業経営改善計画認定審査会」に係る委員報酬について、認定新規就農者について
も本審査会で審査されることから、新規就農者の掘り起こしを進めるために、年間で複数回の審査会が開催できるよう
予算確保を要望する。
　本市において、施設栽培で生産されるナス、キュウリ等は、大阪府下でも一番の生産量を誇るが、担い手の高齢化や
後継者不足が課題であり、産地としての生産量減少が懸念される中、本市における中核農家が中心となり、産地生産
量の維持等は農業振興の本丸のため、新規就農者の創出を支援する必要がある。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052110 事業名称 野菜価格安定事業

(目) 農林業振興費 (小事業) 野菜価格安定事業

（現年）

事業目的
対象野菜の安定的供給が促進され、生産農家の経営の安定化を
図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
野菜価格安定事業実施要領に基づき、対象市場へ出荷した対象野菜の冬春ナス、夏秋キュウリ、夏秋ナス、ズイキの価格が一定の基準
より低落した場合に生産者に対し、出荷団体を通じて交付される価格差補給金の一部を負担する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 999 999

決算 140

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
制度的事業経費負担であり、事業内容からも、成果指標の設定
には原則なじまない。

➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 事業への負担金額 ➡
単位 予定 999,000 999,000 999,000 999,000

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 円 】 実績 140,029

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

地域の農業者のみならず、農業に関わる関係機関との連携
が必要不可欠であるため。

価格差補給交付金の一部を自ら負担しているので、適正で
ある。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

対象野菜の安定的供給が促進され、生産農家の経営の安
定と市民の消費生活の安定が図られているため、事業の必
需性は高い。

新たな財源は検討していない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

対象野菜が対象市場の一定の基準より下落した場合に、生産者に対し価格差補給交付金を交付することにより、野菜農家の経営に及ぼ
す影響を緩和し、次期作の確保と消費者への野菜の安定的な供給を図ることができ、富田林市の特産農産物の営農経営支援に繋がって
いる。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　価格差補給金を交付することにより、富田林市の特産農産物のなす、きゅうり、ずいきの営農経営の安定と、市民の消
費生活の安定に繋がっているので、引き続き本業務を推進していきたいです。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052111 事業名称 地産地消推進事業

(目) 農林業振興費 (小事業) 地産地消推進事業

（現年）

事業目的
大阪エコ農産物認証制度を推進
農業祭の開催での交流活動のなかで、本市農業や農産物の紹介
とともに、地産地消を推進する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
ＪＡライスセンター等から排出される籾殻を堆肥化し農地に還元することにより、環境保全型農業の実践する。
農業祭で市内農産物の紹介や販売、農業相談等を行なうことで市民参加のもと生産者とふれあうなど、地産地消を推進し本市の農業振
興に繋げる。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 4,910 1,645

決算 222

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 堆肥の配布農家数 ➡
単位

予定 60

実績 122

60 60 60

【 戸 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 60 戸 )

実績 0

8,000 8,000 8,000予定 8,000

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 8,000 人

単位

)

活動指標１ もみがら堆肥生産量 ➡
単位 予定 350 350 350 350

成果指標２ 農業祭の来場者数 ➡

活動指標２ 農業祭の参加団体数 ➡
単位 予定 18 18 18

【 トン 】 実績 422

18

【 団体 】 実績 0

70 71 72

【 件 】 実績 38

単位 予定 69

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 大阪エコ農産物認証の栽培件数 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

地域の農業者のみならず、農業に関わる関係機関との連携
が必要不可欠であるため。

受益者負担はなく、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

市内農産物をPRすることができ、また生産者と消費者が触
れ合うことで地産地消を推進し、環境に配慮した営農による
農作物の付加価値向上により市の農業振興につなげられる
ので、本事業は必要なものである。

　農業振興、地産地消を推進する事業に対しての補助等で
あり、市の農業振興に欠かせないものである。
　団体などへの補助については、会費をとるなどして、受益
者負担を求めているが、新たな財源確保は難しい。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

エコ農業や有機農業などの環境保全に配慮した農業の推進（もみがらリサイクル堆肥）を行うことにより、農産物全体の安心・安全の確保と
イメージアップにつなげられている。また、認証農産物のブランド化を推進する必要がある。
近年では大阪エコ農産物認証の栽培件数が予定件数を大きく下回り減少傾向にあるため、本制度の周知等を図る必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　農業祭で地元農産物の紹介や販売、農業相談等を行うことで市民参加のもと生産者と消費者をつなぎ、地産地消を
推進し、農業振興につながる。
　化学肥料及び化学合成農薬の使用を半分以下にすることによる大阪エコ農産物の認証、及びもみ殻をたい肥化し農
地に還元する環境保全型農業を引き続き推進していきたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052117 事業名称 新規就農総合支援事業

(目) 農林業振興費 (小事業) 新規就農総合支援事業

（現年）

事業目的
経営開始後の新規就農者を支援することで、次世代を担う農業者
の育成・確保に向けて取り組むとともに、人・農地プラン（地域農業
マスタープラン）の実行と、担い手への農地の集積を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
持続的で力強い農業構造を実現するため、人・農地プラン（地域農業マスタープラン）を作成し、原則50歳未満で、次世代を担う農業者と
なることを志向する経営開始後の新規就農者に対して、農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金）を交付する。
農地中間管理機構に協力する農地の出し手に協力金を支給する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 12,909 15,834

決算 10,910

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 新規参入の資金交付を受け、農業を継続している人（累計） ➡
単位

予定 10

実績 11

11 11 12

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 13 人 )

実績 428

14 14 16予定 12

【 アール 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 18 アール

単位

)

活動指標１ 人・農地プランの策定・更新した地区数 ➡
単位 予定 4 5 5 5

成果指標２
農業次世代人材投資資金の交付対象者（累計）の経営耕地面
積

➡

活動指標２ 農業次世代人材投資資金の交付対象者数（累計） ➡
単位 予定 8 9 10

【 地区 】 実績 6

11

【 人 】 実績 12

9 10 11

【 人 】 実績 12

単位 予定 8

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 認定新規就農者数（累計） ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（法的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

地域の農業者や関係機関との連携協力が必須であり、市が
担う必要がある。

受益者負担はなく、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

農業への新規参入者は経営基盤が不安定であり、その期間
の所得を補うことで、新規参入者の増加を図る必要がある。

農業次世代人材投資資金交付事業は100％国費のため検
討していない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　令和元年度からの新規採択者が５０歳までと制度変更になったが、新規参入者の経営安定については、交付期間終了後も営農を継続
している。
　経営の早期安定のための関係機関の連携による支援の拡充が求められている。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　国が定めた事業実施要項に沿って事業実施しているため、交付を希望する新規就農者の動向を把握し、確実に予算
化を図りたい。
　国の要綱改正があり、新規就農者への交付期間終了後のフォローアップ期間が3年から5年になり、事務量の増加が
見込まれる。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052125 事業名称 多面的機能支払交付金事業

(目) 農林業振興費 (小事業) 多面的機能支払交付金事業

（現年）

事業目的

農地を中心に、里山、集落、農道、農業用水路やため池などの農
業用施設が一体となった地域を農空間と位置付け、農業生産のみ
ならず、市民共通の地域資源として保全し、農業の有する多面的
機能の維持発揮を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
地域資源の基礎的な保全活動（草刈、水路清掃等）とともに、地域資源の質的向上を図る共同活動（軽微な補修や農村環境保全活動）
を行う活動組織に対して、その活動費として、対象農用地の面積に応じて交付金を交付し、地域の農空間の維持及び環境保全により、地
域資源の適切な保全管理を推進する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 2,527 2,498

決算 2,388

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 保全管理されている農地面積 ➡
単位

予定 11,613

実績 9,686

11,613 11,613 11,613

【 アール 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 11,613 アール )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 草刈、水路清掃等の農空間保全活動への参加者数 ➡
単位 予定 800 800 800 800

成果指標２ ➡

活動指標２ 農業体験学習等の農村環境保全活動への参加者数 ➡
単位 予定 800 800 800

【 人 】 実績 949

800

【 人 】 実績 396

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

地域の農業者のみならず、農業に関わる関係機関との連携
が必要不可欠であるため。

該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

地域の共同活動に係る支援を行い、地域資源の適切な保
全管理を推進することにより、農業の有する多面的機能が
今後とも適切に維持・発揮されるために必要である。

 地域の農空間の維持及び環境保全等により、地域資源の
保全管理の補助であり、市の農業振興に欠かせないもので
ある。
　団体などへの補助については、会費をとるなどして、受益
者負担を求めているが、新たな財源確保は難しい。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

保全活動（草刈、水路清掃等）を共同作業にて精力的に行い、幼稚園、保育園、小学校と協力し、農業の体験学習を実施し、作業の大変
さや収穫の嬉しさなど農業の理解促進につながった。また一部の地域では、約１haの農地において農薬や肥料を使用しない自然農法を実
践し、農業体験によって農家を目指すきっかけづくりと農地の保全活用を図ることができた。今後も保全活動や、農家と地域住民をつなぐ
交流は必要と考えます。しかし、農家の高齢化とともに、遊休農地化が今後進む事が懸念される。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　農空間保全のための地域において、共同作業等に係る支援を行い、農地、水路、農道等の環境地域資源の適切な
保全管理を推進することは、国土の保全、自然環境の保全、良好な景観形成等の農業に有する多面的機能の適切な
発揮につながるものであり、今後も市の事業として必要である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052127 事業名称 鳥獣野菜被害補助対策事業

(目) 農林業振興費 (小事業) 鳥獣野菜被害補助対策事業

（現年）

事業目的 有害鳥獣による農作物被害を防止し、農業生産の向上を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
有害鳥獣捕獲等の委託、農地への有害鳥獣の侵入防止柵の設置支援。
イノシシ等の有害鳥獣による農林業への被害対策として捕獲活動、補助金制度（設置者負担制度）を設け防護柵の設置等、被害農家に
対する支援を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 5,003 4,922

決算 4,027

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 有害鳥獣（イノシシ）の農作物被害面積 ➡
単位

予定 40

実績 32

40 40 30

【 ａ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 30 ａ )

実績 146,000

70,000 70,000 70,000予定 70,000

【 円 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 70,000 円

単位

)

活動指標１ 侵入防止柵の交付件数 ➡
単位 予定 40 40 40 40

成果指標２ 有害鳥獣（イノシシ）の農作物被害金額 ➡

活動指標２ 有害鳥獣（イノシシ）の捕獲頭数 ➡
単位 予定 160 160 160

【 人 】 実績 41

160

【 頭 】 実績 147

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

一部有害鳥獣の捕獲は委託しているが、関係機関との連携
が必要不可欠である。

該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

農作物被害を減少させ、農業者の経営安定と農地保全の
ため行う本事業は農業振興を進めるという行政目的に沿っ
ており、農業振興を図り、営農者の経済活性化に繋がるもの
である。

新たな財源の確保は難しい。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

地元農家自ら、狩猟免許を取得し箱わなの設置及び積極的な捕獲を進めた結果、捕獲頭数の増加に効果あり。また、侵入防止柵（ワイ
ヤーメシュ柵、電気柵）を設置することにより、対策を講じた農地には、農作物被害を防ぐことができた。今後も捕獲を継続するとともに、新
たな被害地域が発生した際には侵入防止柵の整備を行う。また、隣接自治体や猟友会と連携した捕獲体制の確立及び捕獲従事者の増
員と育成対策を検討していく必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　有害鳥獣捕獲の委託、農地への有害鳥獣の侵入防止柵の設置支援事業は、本市の農作物被害を減少させ、農業
者の経営安定と農地保全のためのに本業務は必要である。また農業振興を図り、就農者の経済活性化の観点からも必

要である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052131 事業名称 遊休農地対策事業

(目) 農林業振興費 (小事業) 遊休農地対策事業

（現年）

事業目的
都市化の進展、農家の高齢化、採算性の悪化等による農地遊休
化への対策

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
農地の遊休化対策として、農景観や営農活動環境の保全・活用、市民農園の新規開設等を支援するための補助。
多様な農業への理解などを図るための農業体験塾や食育講座の開催支援

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 4,933 4,672

決算 2,712

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 遊休農地面積（荒廃農地調査） ➡
単位

予定 464

実績 58

464 464 464

【 a 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 464 a )

実績 642

662 662 662予定 662

【 ha 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 662 ha

単位

)

活動指標１ 市民農園の開設面積 ➡
単位 予定 460 460 460 460

成果指標２ 耕地面積 ➡

活動指標２ 市民農園の区画利用率 ➡
単位 予定 92 92 92

【 アール 】 実績 473

92

【 ％ 】 実績 92

365 365 365

【 人 】 実績 357

単位 予定 365

活動指標４ 農業体験塾・食育講座への補助金額 ➡
単位 予定 300,000 300,000 300,000 300,000

活動指標３ 農業体験塾・食育講座の参加者数 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

遊休農地の把握、農業技術向上の事業など、委託をすると
事業目的が達成できないものが多く、委託の可能性はない。

農業体験塾・食育講座の補助事業については、必要経費の
1/2の補助（上限有）となっており、適正と考えます。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

市内の遊休農地を減らし、また農地の遊休化を防ぐ必要性
と、市民農園や食育講座など市民が農業に触れる機会とな
ることから、事業の必需性がある。

新たな財源の確保は難しい。

【 円 】 実績 300,000
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　農業体験塾、食育講座では、多くの参加者のもと農業への理解を深めて、農業の楽しさにふれることができた。また、農地中間管理機構
関連農地整備事業についても、地元農業団体の支援をした。
　遊休農地の利用を促進する農家や事業主体の育成が必要である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　市民農園や農業体験塾では、農業にふれてもらい農業の楽しさを知り、また食育講座では農業についての理解を深め
てもらうためにも本業務の継続は必要である。
　引き続き農地中間管理機構関連について、地元農業団体を支援し、農地整備事業の実施を促進する。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3）魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1）産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 052166 事業名称 森林環境譲与税基金積立金

(目) 農林業振興費 (小事業) 森林環境譲与税基金積立金

（現年）

事業目的 地元地域の森林整備及び木材の利用促進をするための対策

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
間伐、林道等の整備を行う。
木材の利用促進を行うため、公共施設等の整備に木材を利用することへの財源の確保

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 10,136 10,144

決算 10,137

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 適正な積立額の維持 ➡
単位

予定 4,769

実績 10,134

4,769 7,153 7,153

【 千円 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 千円 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 利子の積立て額 ➡
単位 予定 － － － －

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 千円 】 実績 3

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

内部管理事務であり委託できる事業はない。 内部管理の事務であり該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

基金を積立てて、木材の利用促進を行い、公共施設等への
整備に木材を利用する基金であり、法的必需性が高い事業
である。

基金への積立財源は、基金利子収入に加えて、基金残高
を踏まえ、財源に余裕がある年度に余剰金等を財源として
積立てを行う。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　今年度より森林環境譲与税が譲与され、森林関係の整備及び木材の利用促進に、この財源を充てなければならないため、その事業費
に備えて基金への積立てをし、今後の森林整備及び木材の利用促進につなげる必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

基金運用による利子収入の積立を行う。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （2） 多くの人が訪れるにぎわいの創出 ▶

（個別施策19） 地域資源を活かした観光の振興

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 053101 事業名称 農業公園管理運営事業

(目) 農業公園費 (小事業) 農業公園管理運営事業

（現年）

事業目的
農業と豊かな自然に親しむ機会を市民に提供し、都市と農村の交
流を図り、農業の振興と地域の活性化に寄与する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
農業公園の運営管理、公園内各種施設の維持管理、入園者の受け入れ、いちご狩り、ぶどう狩り、さつまいも掘り等の収獲体験や、各種イ
ベントを実施し、観光農園としての経営の確立を目指す。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 101,085 91,632

決算 99,814

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 農業公園入園者数（有料） ➡
単位

予定 102,000

実績 35,130

104,000 106,000 108,000

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 114,000 人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 入園料収入 ➡
単位 予定 51,000 52,000 53,000 54,000

成果指標２ ➡

活動指標２ 果実等のもぎとり体験者数 ➡
単位 予定 76,000 76,000 76,000

【 千円 】 実績 17,716

76,000

【 人 】 実績 23,282

2,250 2,250 2,250

【 人 】 実績 11,848

単位 予定 2,250

活動指標４ 指定管理料 ➡
単位 予定 97,300 97,300 97,300 97,300

活動指標３ 植付け等の体験教室の参加者数 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

富田林市南地区協同組合を指定管理者として指定してい
る。

すでに入園料を徴収している。近隣同種の施設と比較しても
現在の水準が適切である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

都市と農村の交流、地域農業の活性化の目的に加えて、市
内の観光拠点として重要である。

指定管理者が加工場を一般事業者に貸し出したことによる
使用料の内、一部を農業公園目的外使用料として充当し、
農業公園の管理運営に活用する。

【 千円 】 実績 96,963
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　都市と農村の交流の促進のための各種収穫体験を実施し、施設設置の目標は充足している。
しかし、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から休園措置をとるなどにより、令和2年度は有料入園者数が大幅に落ち込むなど、集客
に苦戦しており、農業公園活性化の推進が必要である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　施設運営の自立性を高めるためにも、農業公園の活性化の取り組みを継続し、有料入園者の増加に努める。また開
園から27年以上が経過し、施設の老朽化等に伴う再配備、修繕、更新を行う必要がある。また開園から一定期間が経
過し、時代背景の変化もある中、現在から今後にかけての住民のニーズに対応し、農業公園の再活性に伴う実施計画
が必要である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 054111 事業名称 農業土木改良事業

(目) 農業土木改良事業費 (小事業) 農業土木市単独事業

（現年）

事業目的
農業土木施設（水路、ため池、農道、樋門等）を安全且つ、有効利
用し農業の振興を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業投資事業

事業概要
地元農業団体より要望のある農業土木施設の改修を行う。なお、工事施工に際しては、地元負担金（1/5）が必要。また、「大阪府ため池
防災・減災アクションプラン」に基づき、水防値がC以上で下流影響度が高いものについてハザードマップを作成する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 62,576 55,083

決算 50,507

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
農業土木施設の改修により利用者の満足度等は把握していない
ため設定できない。

➡
単位

予定

実績

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 補修・改修をし、その施設を利用する ➡
単位 予定 35 35 35 35

成果指標２ ➡

活動指標２ ハザードマップの作成（B級・旧B級ため池が対象） ➡
単位 予定 4 0 0

【 件 】 実績 28

0

【 箇所 】 実績 7

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

工事施工に関しては、事業者負担となっている。
工事施工に際し、受益者である地元農業団体に地元負担
金として市単独時については1/5、国費事業については1/2
をいただいている。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

×：検討していない

農業土木施設の改修ということで、農業振興には欠かすこと
のできない事業となっている。

農業従事者が年々減っていく中、市単独事業は1/5、国費
事業については地元負担の1/2以上の地元負担金を求め
ることはできない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

補助金の適正化を図るため、平成23年度より市直営事業に変更を行った。農業土木施設の改修ということで、農業振興には欠かすことの
できない事業となっている。今後、農業従事者の高齢化・施設の老朽化に伴い、改修・修繕等の要望が増えると予想される。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　補助事業であるハザードマップについては、平成30年度で終了する予定であったが、昨今の災害等を受け、大阪府た
め池防災・減災アクションプランに基づき、対象とするため池の指定が増加される見込みであり、従来のハザードマップ
作成方法に代わる方法を模索する必要がある。
　農業土木施設の改修については、地元要望により行っているということから、適正な予算配分を行うよう要望する。ま
た、ため池の適正な管理に関する法律が施行されたことに伴い、今後ため池改修を補助事業としての事業が増加する
ことが予想される。
　また、石川及び佐備川に設置されている可動堰についても一部不具合が生じてきており、今後大規模改修が必要に
なることが予想される。

76ページ



令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 054114 事業名称 府営農業土木負担金事業

(目) 農業土木改良事業費 (小事業) 府営農業土木負担金事業

（現年）

事業目的
局地的集中豪雨などの自然災害に備えるため、水位計・雨量計を
設置しリアルタイムで監視する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業投資事業

事業概要
近年、局地的に集中豪雨が頻発しているなか、下流への影響が高いB級ため池を対象に防災テレメーター（雨量・水位計）を設置し大阪
府・市・ため池管理者がリアルタイムで監視できるシステムを構築している。設置については、大阪府で府内のため池分を一括発注してい
る。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 495 529

決算 340

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 異常値等を保存していないため設定できない。 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ B級ため池（4箇所）への設置箇所数 ➡
単位 予定 0 0 0 0

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 箇所 】 実績 0

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

現在大阪府にて府内のため池分を一括発注している。 府内各市町村に割り当てられた分担金である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

スマートフォン・タブレットなどでリアルタイムにため池の水位
等の把握ができるため、夜間・豪雨時にも現場の状況を確
認することができる。

府内各市町村に割り当てられた分担金である。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

局地的集中豪雨が頻発する中、リアルタイムで監視できるシステムを活用することにより、事前放流や水防活動に迅速に着手ができるなど
評価はできる。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

平成28年度から平成30年度までに設置を行い、その後は維持管理を行う。B・C級ため池が対象であり、ハザードマッ
プ・耐震診断等と絡んでいる。設置については大阪府にて府下一括にて発注しているため安価にて設置ができている。
　赤穂池・奥ノ池（設置済）H28　須賀小池（設置済）H29　久保堂池・毛人谷新池（設置済）H30　寺池（設置済）
　赤穂池・億ノ池（撤去）R2
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072301 事業名称 河川管理事業

(目) 河川管理費 (小事業) 河川管理事業

（現年）

事業目的
市管理河川（宇奈田川・佐備川・細谷川・滝谷川・蒲川・草野川・
甘南備川）の整備・維持管理を行う。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 河川費 (中事業) 河川管理事業

事業概要 市管理河川の浚渫および河床整正を行い河川機能の回復、安全性の確保を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 13,519 15,215

決算 6,953

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
河川周辺部への安全度等をはかることができないため設定でき
ない。

➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 流水断面の確保 ➡
単位 予定 400 400 200 0

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 ｍ 】 実績 455

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

委託できる事業がない。 市が行う事務であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

河川の機能回復・安全性の確保から必要性が高い。
現時点で新たな財源はないが、新たな交付金・補助金制度
が創出されれば、検討を行う。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

準用河川である宇奈田川ですら護岸整備が済んでおらず、集中豪雨時にたびたび護岸が崩れる等被害が出ている。また、普通河川・砂
防指定河川の整備に関しても、遅れており、年次的整備の必要性がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

整備済み区間の維持管理については、機能回復・安全性の確保から継続的に行う必要がある。また、未整備区間の改
修工事（ブロック積み等）計画の策定についても、宇奈田川については、令和5年度までに行い、普通河川・砂防指定河
川についても継続して整備計画策定を行い災害の少ない河川整備ができるよう予算の継続確保を要望します。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （1） 安全・安心な暮らしの確保 ▶

（個別施策21） 防災対策の推進

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072302 事業名称 防災情報事務

(目) 河川管理費 (小事業) 防災情報事務

（現年）

事業目的
土石流観測等の維持
土砂災害特別警戒区域内住宅への移転・補強補助

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 河川費 (中事業) 河川管理事業

事業概要
大阪府が設置した土石流監視装置（金胎寺観測局・金胎寺山中継局・市役所内監視局）の基地局と観測局の通信費及び故障時の修繕
を行う事業及び、土砂災害特別警戒区域内の建物への移転・補強補助を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 6,243 6,243

決算 30

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 観測局等の不稼働率 ➡
単位

予定 0

実績 0

0 0 0

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 0 ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 観測局等の修繕回数 ➡
単位 予定 1 1 1 1

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 回 】 実績 0

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

突発的な修繕について、都度対応している。 市が行う事務であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

設置観測施設の維持管理のため、継続して事業を行う必要
がある。

土石流監視装置の通信費・修繕費は市負担となる。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　土石流の発生を予知し、人的被害を最小限に抑えるため設置された監視システム。日常メンテナンスについては、大阪府が行っているた
め、市としては通信費と故障時の修繕のみとなっている。
　令和４年度中に市役所に設置されている基地局は撤去予定。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

土石流システムの修繕費と通信費の予算計上となっている。修繕費については、修繕作業が伴うときのみの予算の執
行となっており、通信費については、基地局から観測局への通信費となっている。施設維持費のため継続して予算計上
が必要。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072403 事業名称 緑化推進事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 緑化推進事業

（現年）

事業目的
調和した快適な都市景観・緑環境を形成した緑化の推進

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 公共施設等の植栽、緑化フェアの開催による緑化推進啓発、保存樹木に助成金。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 5,848 4,570

決算 3,124

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 緑化フェアの延べ来園者数 ➡
単位

予定 7,000

実績 0

6,500 6,500 6,500

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 6,500 人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 保存樹林・樹木の指定数 ➡
単位 予定 22 22 22 23

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 件 】 実績 22

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

富田林市公園緑化協会に緑化フェア助成金を交付している 受益者負担となる業務はない

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

緑化フェア＆植木市は毎年開催されており、市民への緑化
啓発として重要である。

新たに財源となるものはない

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

緑化フェアについて、集客や開催方法等を模索する必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

緑化の啓発を継続し、市民のみどりに対する意識向上と、次世代の子供たちにみどりの大切さを伝えていく必要がある。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072404 事業名称 公園管理事業

(目) 公園管理費 (小事業) 公園管理事業

（現年）

事業目的 都市公園・児童遊園等の安全・安心・快適な環境を提供する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要
都市公園・児童遊園等の維持管理、清掃・除草・樹木管理、遊具修理等の実施。
公園愛護会の活動支援。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 206,757 199,259

決算 201,916

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 維持管理事業のため指標設定不可 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 公園愛護会等公園清掃参加人数 ➡
単位 予定 440 450 450 450

成果指標２ ➡

活動指標２ 公園愛護会数 ➡
単位 予定 83 84 84

【 人 】 実績 385

84

【 団体 】 実績 77

30 30 30

【 件 】 実績 40

単位 予定 30

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 施設の修繕数 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

公園の維持管理業務について、一般財団法人富田林市公
園緑化協会へ委託済み。

公園占用料（富田林市道路占用料条例）

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

公園の役割として、市民の癒しの場であることは元より、近年
では地域の交流、防災活動の拠点などニーズが高まってい
る。

新たに財源となるものはない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

公園数の増加や遊具・園路等の公園施設の老朽化に伴い、現在は応急的な修繕を行っているが、計画的な施設の長寿命化を推進して
いく必要がある。樹木については、樹木の老朽化や特定外来生物による樹木被害も問題になっており、クビアカツヤカミキリ等により樹木の
被害が拡大している。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

公園等の維持管理にかかる費用を下げれば事故につながり、安全・安心が確保できなくなる。現在は応急的な修繕を
行っているが、計画的な施設の長寿命化が必要である。樹木の成長や老朽化、特定外来生物であるクビアカツヤカミ
キリやキクイムシ等の食害による枯死が拡大し、防除、伐採費用が増加している。今後は限られた予算の中で、安全か
つ効率的・効果的な維持管理を行うよう努めたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072407 事業名称 みどりの基金運用事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) みどりの基金運用事業

（現年）

事業目的
市民の住宅等への生垣植栽の助成金の交付により、住宅地への緑
化推進

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 市民の住宅等へ生垣植栽の助成金を交付。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 200 21,011

決算 0

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 緑地化率等図れないため指標設定不可 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 生垣助成金の交付件数 ➡
単位 予定 4 4 4 4

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 件 】 実績 0

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

市民への助成金交付事業であり、委託は不適当 受益者負担となる業務はない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

みどりの基金事業の一環として、緑あふれる快適な魅力ある
まちづくりを進めるために必要不可欠である。

新たに財源となるものはない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

みどりの基金の運用について見直していく必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

実感できる緑を推進するためには、生垣による緑化が有効である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072408 事業名称 公園緑化協会育成事業

(目) 公園管理費 (小事業) 公園緑化協会育成事業

（現年）

事業目的
市民の緑化推進及び緑化相談に対応し、快適な住環境づくりに努
める。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 富田林市公園緑化協会への財政支援（人件費等）

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 31,386 31,536

決算 29,638

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 各種講座参加人数 ➡
単位

予定 400

実績 125

400 400 400

【 人（延 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 400 人（延 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 緑化相談受付件数 ➡
単位 予定 40 40 40 40

成果指標２ ➡

活動指標２ みどりの講習会等イベント数 ➡
単位 予定 25 25 25

【 件 】 実績 43

25

【 回 】 実績 16

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

市公園緑化協会の人件費。 市公園緑化協会への財政支援のため該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

市公園緑化協会の人件費。 新たに財源となるものはない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

各種講座の参加人数の増加に努めたい。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

市公園緑化協会の持つ専門的な知識による樹木等管理が必要不可欠である。樹木医による専門知識、地域背景を
熟知した管理を今後も必要とする。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072409 事業名称 富田林の自然を守る市民運動事業

(目) 都市計画総務費 (小事業) 富田林の自然を守る市民運動事業

（現年）

事業目的 市域のみどりを市民協働で守っていく

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 本市南部山間部を中心に市域の自然を守る市民運動協議会への補助

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 697 670

決算 681

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 里山保全活動への参加者数 ➡
単位

予定 175

実績 14

175 175 175

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 180 人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 補助金額 ➡
単位 予定 270,000 270,000 270,000 270,000

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 円 】 実績 270,000

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

市の自然環境調査について委託済み。 協議会への補助事業のため、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

自然環境について、調査・保全活動を行っている。 新たに財源となるものはない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

ソフト事業として市がサポートすることにより、自然を守る協議会との市民協働で富田林市の自然保護に努める。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

協議会の活動なしで里山や富田林の自然環境の保護・調査は出来ないため、今後も協働していく。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 072452 事業名称 下排水路管理事業

(目) 下・排水路新設改良事業費 (小事業) 下排水路管理事業

（現年）

事業目的
市内下排水路の浚渫・補修を行い清潔で安全な下排水路を維持
する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画経常事業

事業概要 市内下排水路の維持管理を行う。水路補修・洗管・浚渫・樋門の点検・地元団体で行った清掃土砂の処分

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 19,396 19,733

決算 16,925

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 下排水路の安全度は数値では測れない。 ➡
単位

予定

実績

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 委託・修繕件数 ➡
単位 予定 35 35 35 35

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 件 】 実績 10

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

委託できる事業がない。 市が行う事務であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

下排水路の維持管理に必要。
現時点では新たな財源はないが、新たな交付金・補助金制
度が創出されれば、検討を行う。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

既存施設の維持管理業務のため必ず必要である。住民の高齢化のため、従来は地元団体にて清掃作業を実施していた箇所が出来なくな
り、市への清掃要望も増えている。また、道路施設と関連する場合があるため、機構等の見直しが必要と思われる。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

既存排水路の維持管理のため必ず必要である。住民の高齢化のため、清掃箇所が年々増えている。また、清掃土砂の
処理費についても高騰しているため委託料が年々増える傾向である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （3） 環境にやさしく美しい地域づくり ▶

（個別施策29） 自然・歴史環境の保全

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 074403 事業名称 公園整備事業

(目) 公園管理費 (小事業) 公園整備事業

（現年）

事業目的 子供から高齢者まで安心・快適に利用できる公園整備。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画投資事業

事業概要 地元要望による改修や、公園施設の老朽化に伴う長寿命化

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 52,520 43,117

決算 30,380

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 市民一人当たりの公園面積 ➡
単位

予定 16

実績 17

16 16 16

【 ㎡/人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 16 ㎡/人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 公園の整備件数 ➡
単位 予定 10 10 10 10

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 件 】 実績 5

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

整備事業のため、委託できない。 整備事業のため、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

安全・安心に公園を利用するため、遊具等施設の老朽化に
伴う取り換えや、要望による公園の改修工事が必要。

新たに財源となるものはない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

公園が設置されてから年数が経ち、老朽化した公園施設が増加しており、長寿命化計画に基づく整備が必要となっている。
地元要望を受けて整備工事を行っているが、要望から２～３年は待って頂いているのが現状である。
また、公園施設の統廃合や利用状況を整理する必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

・公園整備・改修を希望する地元要望に応えるように努める。
・誰もが安全・快適に利用できるよう、老朽化した公園施設等について、公園施設長寿命化計画に基づき整備を行う。
・利用状況やニーズに合わせて公園を整備していく必要がある。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月8日

部署名 産業まちづくり部　農とみどり推進課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 山中　敬之

■対象事業

事業番号 074411 事業名称 浸水対策事業

(目) 下・排水路新設改良事業費 (小事業) 浸水対策事業

（現年）

事業目的
大雨時における下排水路の浸水被害軽減及び生活排水放流水路
の改善を行う

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 土木費

事業種別

(大事業) 土木費

(項) 都市計画費 (中事業) 都市計画投資事業

事業概要 浸水被害軽減のため、水路の断面改良・勾配修正及び降雨時に河川放流するために設置している樋門装置の維持補修を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 13,687 13,558

決算 7,025

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 浸水被害軽減の度合は数値では測れない。 ➡
単位

予定

実績

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ ％ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 委託、工事件数 ➡
単位 予定 8 8 8 8

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 件 】 実績 2

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

委託できる事業がない。 市が行う事務であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

浸水被害軽減及び生活環境向上のため必要
現時点では新たな財源はないが、新たな交付金・補助金制
度が創出されれば、検討を行う。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

浸水被害軽減及び生活環境向上のため必要な事業である。下水道部門・道路部門と事業が重複しているところがあるため、機構の見直し
等が必要。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

降雨時に河川放流するために設置している樋門装置を平成28年度より改修に着手しており、平成31年度までの４箇年
の予定で実施しています。住民の高齢化により地元対応が困難になってきており、要望数も近年増加傾向にあります。

98ページ



令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年9月10日

部署名 農業委員会事務局

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策18） 農業の活性化

評価者 村本　正文

■対象事業

事業番号 052161 事業名称 農業委員会事務

(目) 農業委員会費 (小事業) 農業委員会事務

（現年）

事業目的
農地保全の推進
農地利用最適化の推進

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 農林業費

事業種別

(大事業) 農林業費

(項) 農林業費 (中事業) 農林業経常事業

事業概要
・　農業委員会定例会の開催
・　農地法各種申請に関する事務
・　農地パトロールの実施　・地域話合いへの委員参画

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 8,862 8,315

決算 7,631

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
事務的経費や農地法・農業委員会法に規定された事務のため、
成果指標になじまない

➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 農業委員会定例会の開催 ➡
単位 予定 12 12 12 12

成果指標２ ➡

活動指標２ 農地パトロールの実施 ➡
単位 予定 6 6 6

【 回 】 実績 12

6

【 回 】 実績 6

3 3 3

【 地域 】 実績 3

単位 予定 3

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 人・農地プラン等地域話合いへの委員参画 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

所有している農地をどのような形で後継者や新たな担い手
に繋ぐか、どのように農地を集積・集約化して効率的な農業
にするのか、など未来設計図をつくるものであるから当事者
による話合いが基本。行政によるサポートが必要であるが、
業務委託になじまない。

左記による。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

農業者の高齢化や後継者不足の中、地域農地を次代担い
手に繋ぐ人と農地の未来設計図となる「人・農地プラン」を実
質化することが、将来にわたって地域農業・農地を守ること
になる。（農地等の利用の最適化推進事業）

令和４年度以降に人・農地プランの実質化について法定化
される予定であり、国による財源措置の可能性もある。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

農地法、農業委員会法に基づく事業を適正に実施する。
委員の地域での最適化推進活動を機会に、地域の農業者にも農業課題を認識してもらい、まずは自分たちによる話合いの場を設けること
が重要。
しかしながら、地域によって農業者の年齢構成・後継者の有無のほか、地形、農地区域の範囲、周辺市街化の状況など状況が様々であ
り、また必ずしも、地元負担無しの農地中間管理整備（農地の集積・集約化）事業が可能とも限らず、話合いの場の設置への合意は容易で
はないものと考える。
なお、現在のコロナ禍の状況では事業推進は極めて困難である。
令和2年度から取組んでいる事務マニュアルについては、現在作成中。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

人・農地プランの実質化等への地域話合いについては、農業委員会委員（農地利用最適化推進委員および農業委
員）の参画をはじめ、実行組合長、水利組合役員等の地域役員様の主導が必須と考えるが、その話合い運営に関する
予算要望は農業委員会としては現時点で考えていない。
ただし、それら運営やほ場整備事業に関する予算が必要な場合は市長部局担当部局（農とみどり推進課）により要望
するものと考える。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策17） 商工業の活性化

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062101 事業名称 商工観光課一般事務

(目) 商工振興費 (小事業) 商工観光課一般事務

（現年）

事業目的 商工観光課・商工振興の運営。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要 商工観光課・商工振興に係る事務。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 413 246

決算 77,341

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 施策的目的のない事業であり、成果指標の設定になじまない。 ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 設定なし ➡
単位 予定

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 】 実績

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

商工観光課内の事務に係る経費である為、委託はできな
い。

商工観光課内の事務に係る経費であり、受益者負担はない
ため、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

直接市民ニーズに関わるものではないが、複写機使用料や
消耗品等、商工観光課全般の行政サービスの提供のため
に必需性が高い。

商工観光課内の事務に係る経費である為、新たな財源につ
いて、検討の余地はない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

施策的目的のない事業であり、成果指標の設定になじまない為、事業は評価し難い。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

商工観光課に係る事務である為、必要性などを精査し、計画的に事業をすすめることに努めたい。

102ページ



令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策17） 商工業の活性化

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062102 事業名称 経営改善強化事業

(目) 商工振興費 (小事業) 経営改善強化事業

（現年）

事業目的
商工業の総合的な改善発達を図り、併せて社会一般の福祉増進
に資する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要 富田林商工会が実施する地域活性化事業、商業振興事業、工業振興事業、経営相談事業、労働雇用支援事業に対し補助を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 8,300 8,300

決算 8,300

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 商工会会員数（年度末時点） ➡
単位

予定 2,380

実績 2,056

2,400 2,420 2,440

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 2,500 人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 富田林市経営改善強化事業補助金額 ➡
単位 予定 8,300 8,300 8,300 8,300

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 千円 】 実績 8,300

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

業務内容が補助金交付手続きとなるため、委託できない。
補助金の補助額は、事務代行に係る費用の２分の１であり、
8,300千円を上限としているため負担としては適正である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

商工業の総合的な改善発達を図り、社会一般の福祉の増
進に資するため必須な事業である。

経費の一部、上限額までの補助であり、財源の確保に努め
ている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

商工業の総合的な改善発達を図るため実施する地域活性化事業、商業振興事業、工業振興事業、経営相談事業、労働雇用支援事業
に対しての補助を行う。商工会による専門的な指導を行うことで、中小企業の経営の安定化や活性化が見込まれる。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

商工業の活性化や雇用の確保における地域経済の発展は、市の重要施策であり、商工会による専門的な指導を行うこ
とにより、より効果的な事業実施が見込まれるため、市の補助金の交付は有効な施策である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策17） 商工業の活性化

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062104 事業名称 中小企業融資事業

(目) 商工振興費 (小事業) 中小企業融資事業

（現年）

事業目的 小規模企業者の経営の安定とその振興発展に資する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
富田林市産業の振興発展を期し、中小企業の事業資金の融資を円滑にするため融資金を預託し、融資にかかる保証料及び利子を補給
する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 38,674 39,229

決算 38,587

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 事業所数（富田林市内商工業者数）（年度末時点） ➡
単位

予定 3,390

実績 3,304

3,400 3,410 3,420

【 社 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 3,450 社 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 融資決定件数 ➡
単位 予定 22 22 22 22

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 件 】 実績 6

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

融資の受付や補給金の受付には、個人情報の取扱が多く、
委託して行うことが難しい。

補助事業者は、融資に係る保証料および利子の２分の１を
負担している。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

小規模企業者の経営の安定を図るため、事業資金の融資
は必要不可欠であり、市内商工業の振興のためにも必需性
が高い。

融資に係る保証料および利子の全額補給ではなく、２分の１
を補助事業者も負担し、財源の確保に努めている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

市町村経由の小規模企業融資制度は、令和2年度の融資決定件数は、6件であった。
今後は、更なる融資制度の利用者増加と融資制度利用者の保証料・利子の補給の申請漏れがないよう周知が必要である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により事業経営に影響を受けた小規模企業者の経営基盤を支援するため、令
和2年4月1日から令和3年3月31日までの間に、本融資を受けた事業者に対し、信用保証料の補給率を2分の1から
全額へ拡大しました。今後も小規模企業者の経営の安定をより図るため、令和3年4月1日から本融資を受けた事業者
に対し、融資期間を5年以内から7年以内に拡大している。今後も市内商工業の振興を図るため、継続して事業を行っ
ていく必要がある。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策17） 商工業の活性化

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062107 事業名称 商業活性化総合支援事業

(目) 商工振興費 (小事業) 商業活性化総合支援事業

（現年）

事業目的

市内で事業を営む中小小売商業者で構成される団体が商店街の
魅力を向上させる事業及び空き店舗、空き家を利用して実施する
商業活性化のための事業に対して、経費の一部を補助することによ
り地域商業の振興に資する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要

消費者と一体となったソフト事業を行う場合、会場借上料、広告宣伝費等の経費の2分の1以内で200,000円を限度に補助。市内で事業
を営む中小小売商業者で構成される団体が商店街の魅力を向上させる事業を行う場合、会場借上料、広告宣伝費等の経費の2分の1以
内で600,000円を限度に補助。商店会、小売市場等がその活性化のため、空き店舗及び空き家を活用して、一般公衆の利便に寄与する
事業を実施した場合、経費の一部を補助し、地域振興に寄与する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 3,600 3,600

決算 200

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 商店会会員数（年度末時点） ➡
単位

予定 252

実績 189

254 256 258

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 264 人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 補助金交付件数 ➡
単位 予定 4 4 4 4

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 件 】 実績 1

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

補助金に対する業務が主であり、委託することができない。
経費の一部、上限額までの補助であり、補助事業者の負担
も適正である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

小売企業で構成される団体が、独自の特色を見出し、商店
街の魅力を発信することで商業の活性化に繋がるための必
要性が高いと考える。

経費の一部、上限額までの補助であり、財源の確保に努め
ている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

ソフト事業に対する補助制度は令和2年度については、新型コロナウイルス感染症拡大防止による事業中止の影響もあり、1件の利用が
あった。実施された事業については、商店街等の小売店の魅力向上や活性化につながった。
しかし、空き店舗等の利用に対する補助金の利用はなく、課題となっている。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

近年、商店街は空き店舗が増え、商店街の過疎化が見られる。そのため、空き店舗の活用および商店街等の活性化
は、本市の商業振興のため行う施策は不可欠となっている。イベント等に係る費用を補助する補助金は利用があり、商
店街等の活性化および地域振興へ支援をすることができた。しかし空き店舗に対する補助金の利用はないため、制度
の検討も必要である。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （2） 多くの人が訪れるにぎわいの創出 ▶

（個別施策20） 人が集まる機会の創出

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062108 事業名称 商工祭

(目) 商工振興費 (小事業) 商工祭

（現年）

事業目的
社会経済が多様に変化する中で、地域経済の活性化をめざし、地
域産業の育成と振興を図るため、管内事業が扱う特産品その他を
地域住民である消費者との交流の場として、事業を実施する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要 即売会、抽選会、各種イベントなどを通じて、地域内の消費者に地域産業のＰＲを行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 1,000 1,000

決算 0

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 来場者数 ➡
単位

予定 3,000

実績 -

3,100 3,200 3,300

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 3,600 人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 即売会出店数 ➡
単位 予定 10 10 10 10

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 商工祭補助金額 ➡
単位 予定 1,000 1,000 1,000

【 店 】 実績 -

1,000

【 千円 】 実績 -

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

商工祭の事務は、委託済みである。
補助対象経費の一部補助であり、補助事業者の負担も適
正である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

地域産業の育成と振興を図るため必須と考える。
事業の全額補助ではなく、経費の一部、上限額までの補助
であり、財源の確保に努めている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

令和2年度の商工祭は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。令和3年度も中止になっており、飲食を伴うイベントのた
め、コロナ禍での開催は難しい状況にある。また、開催にあたっては、毎年、2,000名以上の来場者数があり、市内企業や地場産品のPRお
よび地域振興にも寄与しているが、会場の広さに限界があり、即売会の出店数の大幅な増加は見込めない。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

消費者とのふれあいを高めることで、地域小規模企業者の振興を図り、地域経済の活性化につながっていくと考えられ
るため、今後も継続し、実施していく必要がある。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （2） 多くの人が訪れるにぎわいの創出 ▶

（個別施策19） 地域資源を活かした観光の振興

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062113 事業名称 観光振興事業

(目) 観光費 (小事業) 観光振興事業

（現年）

事業目的
名所・旧跡などを積極的に活用し、本市のイメージアップにつながる
ＰＲを行う。また、各種イベントを通じて地域の交流の場を創出し、
市内・外来訪客等が協力し合い、魅力ある富田林市を創出する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
地域の魅力を情報発信し、その魅力を向上させる集客事業やイベント等でのＰＲ活動を含めて、市・観光協会・各種団体等が一丸となって
シティセールスの推進を図る。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 15,402 17,704

決算 1,277

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 観光入込客数 ➡
単位

予定 1,500

実績 959

1,500 1,500 1,500

【 千人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 1,500 千人 )

実績 1,600

32,000 33,000 34,000予定 30,900

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 34,000 人

単位

)

活動指標１ ＰＲイベント出展回数 ➡
単位 予定 10 10 10 10

成果指標２ 地域主体のイベント来場者数（じないまち四季物語、金剛バル） ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 回 】 実績 0

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

金剛きらめきイルミネーションの開催にあたっては、その事業
の専門性の高さから、効率・効果的に委託することが妥当で
あると判断し、業務を委託している。

市内観光資源の魅力発信手段の一つであり、受益者負担
に適していない

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ市内観光
事業の回復に向けた、市内の魅力発信は必要不可欠な事
業である。

観光マップや観光案内板などは多言語対応とすることにより
補助金を得られる可能性がある。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

観光マップの作成については、国事業（来訪意欲を増進させるためのオンライン技術活用事業（10/10補助））に応募しましたが、採択され
ませんでした。不採択の結果を受けて再度府補助金の申請へと切り替えましたが、補助金の財源不足により補助金受付が終了した為、令
和３年度中の観光マップの作成が困難となりました。
金剛きらめきイルミネーションについても、ワクチン接種に伴う動員の為、業務の優先順位を判断した結果中止の判断をしました。
イベント来場者としても、じないまち四季物語のすべてのイベントが中止になるなど、大きな影響が出ています。

観光ビジョン及びSDGｓ未来都市事業については、コロナ禍であることを踏まえ、実施可能な方法を模索しながら実施していくことが重要だと
考えています。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

【金剛きらめきイルミネーション】
金剛きらめきイルミネーションの開催については、イルミネーション部材の設置・撤去に加え、地域団体によるイベントとの
連携や、市民参加型の企画イベントを実施しており、本市の魅力をPRするものとして、大きな効果を果たしていると考え
ており、今後も引き続き実施していきたい。ただし、昨年来新型コロナウイルス感染症対策に奮闘される医療従事者に謝
意を示す「ブルーライトアップ」を、イルミネーション部材を用いて実施しており、部材の消耗が激しく、買い替え等による
材料費の高騰が見込まれます。また、ブルーライトアップ以外にも、イルミネーション事業が7年目を迎えることによる経
年劣化等が考えられることから材料費の算出が課題であり、専門業者のこれまでの経験と実績等からの概算計上とな
るが、例年以上の予算規模となる事が予想される。

【観光マップの作成】
国事業の不採択と、府補助金の早期締め切りにより、令和３年度作成ができなかった為、令和４年度での策定は、必須
である。観光マップは、SDGｓ未来都市事業である「ウェルネストレイル事業」の概念から、点在する地域の観光資源をつ
なげるウォーキングトレイルの確立が必要となることから、従来の観光マップの更新ではなく、「多言語化」や「Ｗｅｂ対応」
などを踏まえ、刷新に向けた業務委託が必要です。

112ページ



令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策16） 雇用の促進

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062115 事業名称 勤労者共済会補助事業

(目) 労働諸費 (小事業) 勤労者共済会補助事業

（現年）

事業目的
事業所に勤務する従業員の福祉の増進を図るとともに、事業所の
振興発展に寄与する。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
富田林市勤労者共済会を組織し、共済会の事務局として、健康管理やレクレーション事業などの福利厚生事業や祝金、見舞金などの給
付事業、割引チケットの斡旋販売事業などを行っている。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 3,253 4,676

決算 3,049

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 会員数（年度末現在） ➡
単位

予定 900

実績 860

905 910 915

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 930 人 )

実績 96

10 10 10予定 10

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 10 人

単位

)

活動指標１ 勤労者共済会補助金額 ➡
単位 予定 3,248 4,671 4,671 4,671

成果指標２ 新規加入者数 ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 千円 】 実績 3,049

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

業務内容が補助金交付手続きとなるため、委託できない。

補助事業者は、事務に係る費用を補助金、事業に係る費用
を会員の会費にて収入を得ており、補助事業者自身の負担
はなく該当しない。また、会費はすべて会費に還元されてお
り、収益を上げているものでもない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

企業には雇用の安定を、働く人たちには充実した職業環境
を提供していけるよう、慶弔共済給付をはじめ、余暇活動や
健康増進援助など、単独の事業所だけでは賄いきれない
様々な事業を行うため、他に類似のない事業で必須である。

事務に係る人件費等は補助金であるが事業に係る費用は
加入する会員の会費にて賄っており、財源の確保に努めて
いる。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

中小企業や小規模企業が独自で慶弔共済給付をはじめ、余暇活動や健康増維新補助などの福利厚生事業を実施することは難しく、本
共済会に加入することで独自で行うより、福利厚生を受けることができる。
一方、すでに福利厚生事業に取り組んでいる事業所や民間の福利厚生を利用する企業もあるため、新たな会員獲得のために、新規入会
キャンペーンをするなど、周知にも努める必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

企業の雇用を安定するため支援する事業であり、労働者にとっては、慶弔共済給付をはじめ、余暇活動や健康増進援
助など、単独の企業だけでは充実した職場環境の整備を行うことは難しく今後も継続していく必要がある。
しかし、問題点としては共済会事務局を商工観光課内に設置し、事務局職員が１名のみとなっている現状がある。今後
より独立した組織とするために事務局の見直しや事務局員の増員などを行う必要がある。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策16） 雇用の促進

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062117 事業名称 労働関連施策事業

(目) 労働諸費 (小事業) 労働関連施策事業

（現年）

事業目的
労働条件や賃金の未払い、職場でのいじめなど労働に関する様々
な問題解決を図り、雇用・就労の促進を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
社会保険労務士による「労働相談」を月1回、市庁舎内において面接及び電話相談を実施している。さらに、外国人労働者が通訳を介し
て相談できよう、通訳を派遣した労働相談も面接相談で同時に実施している。
また、月1回の労働相談のうち、奇数月には現在就労している方が相談しやすい夜間に労働相談を実施している。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 586 291

決算 503

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
月1回の相談事業であるため、相談者数では成果を図ることが適
当ではない。

➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 相談日ちらし町会周知件数 ➡
単位 予定 3,600 3,600 3,600 3,600

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 件 】 実績 -

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

相談事業としてすでに委託している。 受益者の負担はなく、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

専門相談員と電話相談ではなく、面談相談できる環境づくり
は必須である。

労働関係の相談には専門性を要するため、専門相談は必
須であり、業務委託も行っているが補助金等はない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

外国人労働者が労働に関する様々な問題に対し、母国語でない日本語で相談することが容易ではないため、通訳を派遣した労働相談を
令和2年4月から実施している。また、現在就労している方が相談しやすい夜間にも労働相談を実施しており、相談者が利用しやすい環境
づくりに努めている。
月１回の相談事業であるため、相談件数では成果を図ることは適正ではないが、より事業を知ってもらうための周知方法が課題である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

月１回の相談事業であるため、急を要する場合の対応が困難である。いつでも相談できるという体制が好ましいが、実施
回数の増加は難しいので、南河内府民センターでの週１回開催の出張相談も活用していく。
また、令和2年度まで実施していた障がい者就業・生活相談については、障がい福祉課にて行われている相談業務に
統合されることとなったため、委託業務については、令和3年度以降は実施しない。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策16） 雇用の促進

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062119 事業名称 就労支援事業

(目) 労働諸費 (小事業) 就労支援事業

（現年）

事業目的
様々な就労阻害要因を持つ人の雇用環境は依然厳しいものがあ
り、就労支援センターでの相談等を通じて、就労阻害要因を少しで
も取り除いていくことによりその雇用環境を良好にしていく。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
就労支援センターでの専任コーディネーターの相談等を通じ、職業能力開発事業による雇用の促進、求人求職情報フェアの広域開催、イ
ンターネット求人情報提供事業を行っている。また、毎年、地元企業とのマッチング事業など、将来的に市内への就労へとつなげていけるよ
うに事業考案を行っている。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 2,892 2,904

決算 2,834

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 市内事業所従業者数（年度末時点） ➡
単位

予定 37,790

実績 -

37,825 37,860 37,895

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 38,000 人 )

実績 4

25 25 30予定 20

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 35 人

単位

)

活動指標１ 相談件数 ➡
単位 予定 200 200 200 200

成果指標２ 相談事業における就労者数（年度末時点） ➡

活動指標２ 求人求職情報フェア来場者数 ➡
単位 予定 100 100 100

【 件 】 実績 114

100

【 人 】 実績 -

- - -

【 人 】 実績 11

単位 予定 20

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３
富田林市合同就職面接会来場者数（求人求職情報フェアが中
止になったため、代替として実施）

➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

相談事業については、すでに委託済みである。 受益者負担はなく、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

雇用の創出は、就労者の定着および定住促進につながるこ
とから、人口減少を抑制するために重要な事業である。

広域化可能な事業に関しては近隣市町村と連携し、事業を
行うなど財源の確保に努めている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

単に就労相談を実施するというだけでなく、広域で求人・求職情報フェアを開催するなど様々な就労支援を行いながら、常に試行錯誤し、
時代のニーズに答えようとしている。
課題としては、各事業におけるニーズ把握やターゲットの決定、周知方法である。

成果指標１の令和2年度実績値については、統計の数値が確定していないため「-」としています。平成30年6月に平成28年の市内従業者
数が「33,193人」と公表されています。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

様々な就労阻害を持つ人の就労支援相談はいつでも利用できるという体制で、身近なところで継続して実施していかな
ければならないと考える。また、障がい者や高齢者、生活保護受給者なども含め、総合的に支援できるシステムづくりを
各課と連携し検討していく。
広域事業については各市町村での実施が難しい事業について広域で実施する。広域の特性を活かした内容となるよう
活発な意見交換を行い、事業を継続していく。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策16） 雇用の促進

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062120 事業名称 創業支援事業

(目) 商工振興費 (小事業) 創業支援事業

（現年）

事業目的
より多くの方が本市での創業をめざしていけるよう、創業者に対して
支援を行っていくことで、地域事業者の発展、地域雇用の促進をめ
ざす。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
商工会や日本政策金融公庫等と連携し、創業者のニーズに合った創業支援セミナーや融資制度等を提供する。また、セミナーや個別支
援を受講された人に、特定創業支援等事業による支援を受けた証明書を交付し、本市内で創業する方に、創業に係る経費の一部の補助
や日本政策金融公庫から創業に係る融資を受けた場合の約定利子額の一部を補給する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 4,200 4,200

決算 2,729

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 創業支援セミナー受講による市内創業者数 ➡
単位

予定 5

実績 9

5 5 5

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 5 人 )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ 創業支援セミナー受講者数 ➡
単位 予定 40 40 40 40

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 創業支援補助金交付件数 ➡
単位 予定 10 10 10

【 人 】 実績 37

10

【 件 】 実績 6

5 5 5

【 件 】 実績 1

単位 予定 5

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 創業に係る融資の約定利子補給交付件数 ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

創業セミナーの開催については、富田林商工会に委託して
いるが、その他については、業務内容が補助金交付手続き
となるため、委託できない。

補助事業者は、いずれの補助金についても２分の１を負担し
ており、負担としては適正である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

創業セミナーの受講者も多く、補助金を利用した創業もニー
ズもあり、地域経済の活性化及び雇用の創出につながるた
め必要な事業である。

創業支援補助金については、補助対象経費の２分の1、上
限額500千円までとしている。また、利子補給金についても
借入から１年間分の利子額の2分の1、上限額50千円までと
し、財源の確保に努めている。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

創業セミナーの開催は、平成30年度から羽曳野市と連携することで年4回開催をしている。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡
大により、時期や会場を見直た上で開催した。コロナ禍において、新たに創業を考える人が多く、定員を３０人から２０人に縮小した影響もあ
るが定員に達する回もあり、補助金を利用した創業者も６名いた。また、課題としては、日本政策金融公庫の創業に係る融資に対して行う
約定利子補給について、対象者の全員が申し込みをしている状況ではなく、周知をさらに行う必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

現在、羽曳野市、河南町、太子町、千早赤阪村、富田林商工会、羽曳野市商工会と連携し事業を実施している。連携
することにより、人的・予算的負担を軽減し、創業セミナーの充実を図り、創業者支援を行っている。また、地域活性化と
雇用の創出のため、引き続き創業支援補助金及び利子補給等の創業支援を行う。創業支援補助金について、より利
用しやすいよう、内容などを検討していく。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策17） 商工業の活性化

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062125 事業名称 産業活性化事業

(目) 商工振興費 (小事業) 産業活性化事業

（現年）

事業目的

市内企業の環境に配慮した企業活動の支援と商工業者の意識改
革等の促進を支援する。また、市内ものづくり企業が新技術・新商
品開発のための支援をすることで市内産業の活性化や雇用の促進
へとつなげる。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
市内中小企業者が企業価値や資質の向上をめざし、積極的な能力開発や商品研究、販路開拓などに取り組むため、研修・講習会の開
催や外部の各種研修の参加に要した費用の一部を補助する。また、市内のものづくり企業から、新たな技術・商品を生み出すため、事業
者へ費用の一部の補助を行う。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 5,760 4,760

決算 1,512

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 設定なし ➡
単位

予定

実績

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

活動指標１ ものづくり技術推進事業補助金交付件数 ➡
単位 予定 4 4 4 4

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 件 】 実績 1

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

現在、実施する業務内容が補助金交付手続きとなるため、
委託できない。

人材育成に係る研修費の一部の補助やものづくり企業の新
商品等開発に係る費用の一部を補助を行っており、補助事
業者の負担は適正である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

人材育成に対する補助や新商品開発に係る費用の補助な
ど、雇用面、商工業の振興面の両面での事業の必要性が高
くなっている。

補助金に関しては、一部を補助するのみであり、市の財源確
保に努めている。

【 】 実績

 1/2121ページ



2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

本市産業の基盤であり、多数の雇用を生んでいるものづくり企業をはじめとする中小企業に対して、経営力・産業競争力強化を目的とした
本事業は、今後も重要な事業であると考えられるため、継続して取組んでいく。。令和2年度はＢＣＰ策定支援補助金、企業団地等共同施
設設置事業補助金について利用がなかった。今後も、補助制度の利用実績等も考慮しつつ、内容については毎年度検証を行いより良い
制度としていく必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

共同研究機関と新技術・商品の開発研究に対する経費の一部への補助を行う、ものづくり技術推進事業補助金を令和
2年についても市内ものづくり企業へ新たに交付した。また、2年目の補助を行った企業もあり、新技術・新商品の開発を
行っている。新技術等の開発がされれば、商工業の振興だけでなく、新たな雇用も期待することができる。また、その他
補助金についても商工業振興のため必要性あり、継続して実施する。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （1） 産業活性化によるにぎわいの創出 ▶

（個別施策17） 商工業の活性化

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 062181 事業名称 消費者保護対策事業

(目) 商工総務費 (小事業) 消費者保護対策事業

（現年）

事業目的
消費者被害未然防止のため、あるいは、暮らしに役立つために各種
パンフレットや資料を通じて情報提供・啓発活動を進め、消費者の
安心を確保することを目的とする。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工費経常事業

事業概要
複雑・巧妙化する消費者トラブルに対応するため、消費生活相談員を配置し、相談業務を実施している。平成25年度より太子町・河南町・
千早赤阪村と連携し、町村民からの相談も受付けている。また、相談員による出前講座を実施し、消費者被害の未然防止に努める。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 5,971 6,049

決算 5,849

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１
相談者の自主解決率｛助言件数/(助言件数+斡旋件数)｝

※斡旋件数=斡旋解決件数+斡旋不調件数
➡

単位
予定 84

実績 84

85 86 87

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 90 ％ )

実績 84

91 91 91予定 91

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 92 ％

単位

)

活動指標１ 相談件数 ➡
単位 予定 650 650 650 650

成果指標２
相談員の斡旋解決率(斡旋解決件数/斡旋件数)

※斡旋件数=斡旋解決件数+斡旋不調件数
➡

活動指標２ 助言件数 ➡
単位 予定 480 480 480

【 件 】 実績 802

480

【 件 】 実績 625

95 95 95

【 件 】 実績 116

単位 予定 95

活動指標４ ➡
単位 予定

活動指標３ 斡旋件数 ➡

事業の
委託可能性

〇：委託できる

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

消費生活センターの相談業務については、委託可能と考え
る。

無料の相談事業であるため該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

複雑・巧妙化する消費者トラブルへの相談業務や、消費者
被害を未然に防ぐための啓発講座の開催等、消費者の安
心を確保するために必需性が高い事業である。

現在は町村からの負担金、地方分権交付金や活性化交付
金を財源としているが、今後、国や府の交付金の見直し等が
あれば、その制度により新たな財源が得られる可能性があ
る。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

富田林市消費生活センターでは、これまで大きなトラブルもなく、法に基づいた知識と実績により、複雑・巧妙化する消費者相談に対して、
助言・斡旋を行い、解決に導いてきている。
昨今、新型コロナウイルス感染症により、高齢者の消費者被害が多発しており、相談件数も増加傾向にある。また、令和４年４月には改正
民法の施行による、成人年齢の引き下げも控えており、高齢者や若年層へのより多角的な啓発が求められます。
また、当センターの運営に関しては、増加する相談に対する相談員の人員不足が課題であり、相談員の欠員が生じた場合、即座に補充で
き住民サービスの低下にならないように、職員の増員や大阪府との連携及び近隣自治体との広域的な組織の見直しの検討も課題である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

【消費生活相談員】
当センターは現在、消費生活相談員として2名の非常勤職員を任用しているが、現状の2名体制ではセンターの常時開
設が困難であり、住民サービスに支障をきたしており、雇用体制を早急に見直す必要がある。

【研修等】
相談員は、複雑・巧妙化する消費者トラブルへ対応するためや、それを未然に防ぐための啓発に関する知識等を十分
に備える必要がある。そのためには、法律改正に関する研修、消費者トラブルに関する情報交換会等、国や関係機関
で開催される会議に出席し、知識の習得に努めたい。また、職員については、消費生活センターの運営に関する知識
や、交付金の情報等について常に関係機関と連携を図る必要があることから、多くの会議・研修の中で、業務に支障を
きたさない範囲で参加していきたい。
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令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 産業まちづくり部　商工観光課

施策体系
（分野別施策3） 魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ▶ （2） 多くの人が訪れるにぎわいの創出 ▶

（個別施策19） 地域資源を活かした観光の振興

評価者 松本　秀樹

■対象事業

事業番号 063101 事業名称 観光交流施設運営事業

(目) 観光費 (小事業) 観光交流施設運営事業

（現年）

事業目的 本市の魅力を広く発信し、交流人口の増加を目指す。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 商工費

事業種別

(大事業) 商工費

(項) 商工費 (中事業) 商工観光施設管理事業

事業概要 本市に点在する観光資源等の魅力をＰＲし、シティーセールスの拠点となる観光交流施設を指定管理により運営する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 22,582 22,769

決算 20,369

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 来館者数 ➡
単位

予定 28,500

実績 16,101

29,000 29,500 30,000

【 人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 30,000 人 )

実績 959

1,500 1,500 1,500予定 1,500

【 千人 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 1,500 千人

単位

)

活動指標１ 観光資源の開発および魅力発信事業の実施回数 ➡
単位 予定 30 30 30 30

成果指標２ 観光入込客数 ➡

活動指標２ イベントへの出展等ＰＲ回数 ➡
単位 予定 10 10 10

【 回 】 実績 15

10

【 回 】 実績 4

35 36 36

【 ％ 】 実績 20

単位 予定 34

活動指標４ 設定なし ➡
単位 予定

活動指標３ 利用率 ➡

事業の
委託可能性

〇：委託できる

受益者負担
の適正さ

○：適正である

現在、指定管理者により運営してる。
貸館の利用料金については、他施設を参考に設定し、条例
で規定しているため適正である。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

本市の魅力を広く発信し、交流人口の増加を目指す拠点とし
て、観光政策の柱となる重要な事業である。

国・府の補助金を得られる可能性はあるが、現時点ではそ
のような事業はしていない。

【 】 実績
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、イベントや貸館事業の中止や、要請に基づいた開館時間の短縮や閉館を行っていたため、
観光資源の開発および魅力発信事業の実施回数、ＰＲイベント出展数や来館者数に影響が出ており、目標未達となってしまっている。
次年度の事業については、新型コロナウイルス感染症について収束の目処が立たない事も加味して、デジタルコンテンツ事業などコロナ禍で
も実施できる事業展開を検討し、取り組んでいく必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

【指定管理料】
指定管理者による運営を行うことで、民間のノウハウを活かした効率的な施設の運営を実施することができる。その費用
対効果および適正な指定管理料の算定に努めたい。
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